
3-3.仙台会場
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H24.3.13 認知護地域支援体輯普及セミナー

言辞みとこ誌かも~

チームみやぎ

南三陸町地域包括支援センター高議晶子

宮城県認知症疾患医療センター遠藤糞

(三峰病院)

宮城県気仙沼保健福祉事務所前副知態子

宮城県保櫨福祉部長寿社会政策課斎藤絵撲

1 1 時

議事くの人が大場と感じた海鳥
『擁護麟j r最盛舗j r鱒j

Fつ瀞贈官時 J r鞘持金品i

F3畿地盤品目J r器供壊時 i

大震災から1年，薄れさせたくありません。

災欝よりもF もっと暮見与し争すドやすド
F笠ちづくザjに一捗を踏み出していを較す。
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県全体でのこれまでの取組み

必需Tず

これまでも、これからも目指しているのは

「

ト-123-

県内陸部i乱
取組みの推進

発援を

T行前村認知寂施策推進
事議議施中の市町村

216 

県沿岸部は，
市町村基灘の

再構舗を

河系復興へ
調酔頑張ろう!
理み争曹

重傷域支え会い争李総づくり事業寄与i霊殿



(みやぎ高齢者元気プランから抜粋〉

高齢者が地域で自分らしい生活を安心して送れる社会

基本的目標1

みんなで支え合う地域づくり
基杢翠墨

①地域で支える介護
②言霊知霊童になっても雪量品企業ちづくり

③安全な暮らしの確保

基本的目標2

自分らしい生き方の実現

基本的目標3

女予防・早期発見・早期対応の促進
宵認知症対応の地域づくり

安心できるサービスの提供
*:認知症ケアを担う人づくりと正しい
理解の促進

女認知症介護家族への支援

/¥-ジョンアップしながら、市町村と共に進めていく体制に。

事業取組みの経過

o露知症専問ケアサポート事業を奨金織で灘轍
(専門相談，事例検討会，研修会の3本柱)

H19-20 0認知寵地域支譲体制構築等推進事業を玉f些義雄
(国庫) 東部保健福祉事務所・女川町(委託)

気仙沼保健福祉事務所・気仙沼市(委託)
*仙南・仙台・北部保健福祉事務所は認知症地域ケア専門サポート事業

円1-22 0認知症糊ケア総合競体制構築推進事業を錯轍
ー (国庫) 仙南保健福祉事務所・角田市(委託)

仙台保健福祉事務所崎市(委託)
東部保健福祉事務所・登米市(委託)
北部保健福祉事務所・加美町(委託)

! 気仙沼保健福祉事務所・南三陸町(委託)
! 仙台市 (H22-委託)

(国庫川崎町、大崎市、栗原市、仙台市)

o謹知症地境ケア総合支援体制構築推進事業を全域実縄
*沿岸部の保健福祉事務所Iま震災対応優先。
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市町村との関係

:市町村の相鼓体制
!充実の支握

;市町村の認知症支
;援体制を補う支援

;市町村の取組みゃ;
!強みを活かす支媛 ; 

ドートナ-，:;<:r 

;市町村と県の連動 ; 
;によるさらなる推進、;
(復興と再構築支援 ; 



各地譲の状況にfitじた操開。盟域のレヘ。J~アップが県全体の推進力に。

平或19-20年度 平成21-22年度

{山南圏域 1 ・ 2車総議ケア専門サボ…ト署喜楽卜総長量産絶滅支援体制等構築 1 ・総知療機械~!眠体制等
(2市7町) I 捻進事業 1 様策糊務幾

・1室箆重〈委挺 j.衛隊約総長目線総策総合推
: 滋務調t(J!l崎監)

「仙台関城 7・同総ケア専門サポート簿業|唱継地域支援体制等機ド猿災対応勧

(4柏 町 村 ) I 推進事業 i 
1.撞護軍{祭まま

切一… 一一一同一明一一一一一一一一一一
北部閤域 I.m知娘ケア噂門サポート事業|・認知症地域支援体秘書撃事務祭 i都ま童話量総竣支援体制等

(2市4町 推進事裳 ! 被祭猿送事業
l 凶皇E蓋盟r<委託

? 遂事業{大農幸子詰‘築震宿}

医蝶連携

本人・家版

支援

プト諜載事者の
鍵のj向上

認知癌鴇解

普及議事発

支接語体との

議撲‘協畿

-怒知症地域支掻体制等構築 l'認知疲地域支綴体制等噛録
数幾善事業 i 推進事業
・怠迎車工{雪寄託・壁盆鼠(後託)

援体制等構築卜銀総癒地波文織体制等構築
推進本諸島
綱箆五銭肱(後続)

“震災対$優先

-震災対応優先
・6月1日宮城県指定初
必抑必渓i11!il!1li:!.:.-1t-

対立2抑留亀裂慰霊張感総Ca:.Iこ地緩い市町村既知痘施策総合推
策務マップ作完走者事 滋事業

m宮城線認知猿議長波ケア推進会議の開催(年2回;11月、 3月)
m喜怒英語みやぎ筋書章者3意気プラン策定作業

m宮緩銀総緩ケア捻道義研修会(12月)
;;k1B久通磨子公然、家都府綾部布、県内で総合的に取絡む市町、燥機本宮s銭湯夜会全額線

。怨級選定義主主義支援体苦手j普及セミナー(3月〕
。市町村支援{鑓雲寺)i'谷町村箆匁症支援取緩み調査(年1倒) m義HPでの情報発償

。総知疫療態~療センターの指定(6克〉
。かかりつけ震認知療対$7.J向上喜寿争奪(121:1)

l 。認知症サポート涯養成研修(11.F.l)

:0総知総高齢者等介護家族支媛著書業:家主義(J)会(4~
orわたしの手帳』の活用・普及

0恕知症介腫実務者総合研修事業(9J寺山)
O認知疲介磁指導者会機(年4倒}

市

嘩:叫町

。認知症の人と家族の会宮城県~創1m智減線認知銭グ)I.-~ブホーム協議会
Oみやぎ小規模多機能型蔚宅介波護軍絡会 m智械線認知疲ケア専門士会
。泌域密着型サービス外務l群僚機関 m怒知疲介議研究・研修センター など

。仮設住宅総域における鶏齢者支援に憶する方針づくり O沿岸市町のサボ}ト梅点支援
Oサポートセンター~緩従事者害事務鯵(サボーター養成講座)0生活不活発病予防の取組み
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気仙沼圏域での取り組み

宮城県気仙沼探健福祉事務所
前田知恵子

気仙j召閤域の概要

渡城県の北東部

きま拙沼市、甫三陸耐の1市1町

1)アス式海岸の議欝な漁場に恵まれ、漁
業、7.1<.産加工業が重量んな地域

か総人口約93，000人

65歳以上の商齢者人口 27，790人

高齢化率 30.0% 

(県内γ圏域中創立)

"要介護翠定者数生146人

認知愛高齢者問普段生活自立度立以上 2，573人

(約62%)

※H22. 3. 31 
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保健福祉事務所の役割

<気仙沼市〉

平成19--20年度にモデル事業を提施

く高三韓町〉

平或21--22年股!こ弔ヂル事業を喪施

モデル町のサポートとは?

gモデル器?のスタッフだけでなく、:コーディネーターと
一緒に考える場が必要!

→事業訂合せ会 (2'"'-'3ヶ月iこ1岱〉
8キャうバンメイトになってもらったが、サボータ一議

成講座の経験がないメイトが多い!

→管内キャラパンメイト!情報交換会
き地域づくりの支え手の一つである、介護スタッフの

スキルアップが品要!

→認知症ケアスキルアップ勉強会

220 



介護スタッフのスキルアップのために

く認知症ケアスキルアップ勉強会>

町内の各事業所から1-2名

→コアメンバーとして登録(28名)

定期的な勉強会として開催(全6聞)

議パーソンセン合…ドケアについての講話や

ひもときシートを使った事例検討会等

認知症ケアスキんアップ勉強会

-講話

fパーソンセンタードケア

話芸知症としち事慧を生きる人J
を考えるj

ずっと罷わっているお記、
本人Dti弓を翠んでるがを替え
疋ことがなかった;

-講義、濡習

「ひもときシート1fj活用した事例犠討j
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H23.3.11 14:46 東日本大震災発生

g気仙沼閤域の被害状況

-E翠置軍司・-E歪E盃週E
1，030名 565名

来ト;24.2.29詩点

310名

約9.700人

多くの人の尊い命、見慣れた町並み
は失われたけれど闘鍵網

G避難する時に近所の人が助けてくれた

8避難所で周りの人が見時ってくれていた

a へルパ一が来れない関、近くぬクグ、Jルレ円守嗣闇一.嗣闇由.嗣闇.嗣.

が食事を態!けすてくれた

→ちとちとの地域の力に加え、モデル事
業が青んだネットワークが活きた!

今春宮命取り組tHo成巣:三 ¥ 
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H24.2.29 シンポジウム関確
『東日本大震災での認知症ケアを振り返る

~認知症の人と家雄を支えるために認顎から必要な最り組みとiま--~

<アンケートから〉
「今までの叡り組みは今回大きな力にほっ
と響、うj

Liみの寵保拡大田だとこ思うJ
f部分ち出来る範冨で諒力レていさぎ疋いJ

ケアマネ、グループホーム、癒焼、地
域間期支援センターそれぞれの立携が

事業を通して感じたこと

投書百分援をしながら進めることが大切!
→やりたいこと、やらなければならないことはたくさんある。

役割分担をしたことで、色々な事業を効率よく実践できた争

地域づくりはチームづくザから!

→開じ思いを持ちながら進むためには、課題や進捗状況

の共有をこまめに宥うことが大事 O

チームからネットワークヘ!
一→常自頃から地域の関謀者と顔なじみの関保を作っておく

ことで、何かあった時iこお互いが艶iす合える。
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南三陵町の取組み
~東日本大震災を経験して

南三陸町地域包括支援センター

高橋晶子

1 )キャッチフレーズ

「認知症みんなでわかって支えあい

みんな笑って暮らすべしJ

2)マスコットキャラクターの誕生

3)認知症サボーター 【1，000人を目標iこ〕

・楽レく・町民と苅話のできる講腔

・次につながる講座を

4)一人ひとり自分のでさることを考えよう
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石いじようぶ笑gfiで暮もせるまちつえり持
認知症サホータ…議議議護

r議場G
S守護者さえ毛
議申恥t:
せ露草こ議場J

認知症サボーター

ロバの会

. .私だちにできるこ

-町のBOXショッブへの
出昂者であるママさんグんープ

ちょっとし詰「告っか昨J

1)';::;樺々おi暴動!こ鞄麟

-マスコットキャラクター
の発案者

・高校生へのロパ作りの指導
.地域資源マップ作成要員
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認知症サボータ一
一一一一 私たちにできるごと

知症サボーター

• 2級へjレパー盤成講
座受講者省高む愈

思l
-生涯学習大会にて

介護体験発表
認知症の寸劇発表

歌jizZ41 171私たちにできること

寸劇f津披警報発命J

認知症の方にどのように
声をかけたらよいか具体的に学びました
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一知症サボーター

歌津中学校¥ ・・・私たちにでさること
3年生

E総合学習にて認知症サポ
ーターに

デ
ボ一のマヘイ動

加

ハ
活
参

ツ
発
ア

ル
啓
イ

ア
頭
テ

界
街
ン

世
一
ラ

地域c;)方とつ有害がる
きっかI寸iこ・.. 

認知症サボーター
・・私たちにでさること

志高SMILE

サボーター -ボランティアで

口バの製作開始

「可愛い)J

「手芸部定作れるか事JC;)

何気惑い富葉抱吟
スタート 1
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認知症サボーター
・・・私たちにでさること

旭射線をぬ揚器 十一一一
一一 :十一略構 i 旭ケ滞祭(文化祭)rこて…

ロパ践活ミ

認知癌についての

パネル展示

自分たちが積極的に参加
するごと官、認知症を
瑠解し賠いという思いが

窓高持品第1号老町長さえiこ題量 11みり碕逝捗事ωに

ロパがサボーターの目印
略 130箇所に配置

平成22年2月28日末現在
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※平成23年2月28日末現在

モデル地区での活動

緩認知症サポーター養成講座 5間

〈一般・高齢者・小中学生.pγA等)

書地域で支えるための懇談会(自主防災合

翻介護者体験発表

・さそいあい艇にこにこ教護舟 1闘

(高齢者認知疲予訪教護〉

-世代間諜;官事識 in漉体事事
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認知盛G>Aに
掻弓ず地域ぬ
爽誌が大事だね



十日町地区焚総会in夏休お@様子

子~事巷
じいちゃ九
f#あちゃ九
=e) (…) 

e[tthぃ唱
設ペ;S~ド~

~東日本大震災発生

密平成23年3月11日午後2時46分境

地震発生マグニチュード9. 0 
震度6語〈南三館町〉

そして・・・大津波

・死者 565名〈※〉

・行方不明 292名〈※〉

・建築物被害 ア割

※早成24年2月27日現在警察発表
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は壊滅状態

被害の概要

翠 15mを超えるj憲法iこより、海岸沿いの市街地、集落、漁業施
設、農地、鉄道や道路などの交通網・器盤施設等が壊滅的な
被害を受けた。

議題役場ち津波におそわれ、鑑設や議議iこ甚大な被警が発生し
疋。

滋.J.1H臓による地裁獲動により、約アむcmの地盤沈隆が起こり、
満潮時や舎態時色濃7.1<が発生している。
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被害の概要〈介護関連施設〉

国公立志津川病院 (69名死亡〉

圃特別養護老人ホーム慈恵圏 (39名死亡〉

圃志津川デイサービスセンター (11名死亡〉

圃保健センター・地域包括支援センターが被災

圃居宅介護支援事業所・ -4箇所

圃ヘルパ一事業所・ -4箇所

』暗救悶・救護活動

回開業医・看護師・ヘルパー・養護教諭・保
健師が救護活動開始

臼寒さ・暗闇・空腹・余震の中の救護活動

図医療機器・薬のない毅護活動

図地区での壮絶なる救閲・救護活動

何もない中での叔護活動

今、一人ひとりがでさることを
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避難所では・・

園地域住民が声を掛け合い無事避難した万が多数。
〈寝たきり・認知症高齢者・独居等〉→日頃の訓

練・防災意識の高さ

騒町民の顔が見える避難所→認知症や独居・障害の万

の把握・サポートがスムーズに

盤町民・保健師・地域包括支援センター職員の役割分

坦・情報提供などがスムーズに

地域では・・

翻道路の遮断・・孤立した高齢者ちあり

関通信手段なし

鶴町民による避難所運営

怒民家に伺家族が避難

趨地域の看護臓が避難者の健康管理を

葱薬・食糧・物資の不足

怒民生委員等が地区の案内役に
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11窓矢口症の万の避難状況と課題①
岡龍一

慰霊度の認知症の乃・・・震災稜早期に施設

【行政機能的停止】

入所〈個人の対応〉

後/マ請求等のトラブルに

倒軽患の認知症の方・・避難所内で比較的安定

ーの人たちによる晃守ム孟〉

J曙認知症の万の避難状況と課題②
溢毒盤』

g 邸内民家避難

長期間の避難沼難

在活介護サービス利用困難

殴町タト家族への避難

環揖斐{七・介護の不11翼れ

悶被災していなし1家の孤立化

生活を支える環境の激変
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施設入所の
希望者増加



仮設住宅入居後の課題

爾コミュ二ィティの崩壊・生活環境の変化

盤生活不活発病・・喪失感・役割の変化

→仮設住宅入居者の約3割に生活機能怪下

{1E 
鐙家族の疲労・失業・ストレス等→介護力部下

生活不活発病の予防を

察町民は「お茶っこ
欽み」で地域の交
流を図ってきたc

「震災前と同じよう
に急須で入れだお
茶を欽みながら、
話言寄りがしたしU

活長ひとり一人が天函j
j にしてきたものは?

級生活の活発誌のきっか

けづくり〈生活需報の

提供・仲間づくり〉

新しいコミュニティづく
り

議被災体験を語りあう揚
く自黙な形のI~\のケア〉

怒啓発の揚
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臨みんな一緒に・お茶っこ会
'1 

血圧測定

時人で支えあう町づくりを
凶l他

国日常生活の早期復活を斗一人一人が元気になる
〈当たり前の生活・普段の生活を・人とのかかわりの

中での健康回復〉
・仕事ができる ・話語りの揚
-役割を持つ ・子どもの遊び揚
.買い物の揚

-一人一人が大切にしてきたものを大切に

・町民とともに、説、学び、創り出す)
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人で支えあう町づくりを

綴内常の積み重ねが重要

コキ人のつながりが大きな力に

地域づくり・司づくり

当地域の力は無般大功復興の大きな力に

畿地域とつ容がる

-小さな出会いを大切に

・小さなところからつながっていく
.つながったら広げていく

気なく通る道だけど・.
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ちし・・すべてを
瞳 失ってしまったら・・?

庫支ええメれるご人がいます
~ir 'V. ì~単品 1f安

心LZ干U;五

サボーター養成講座再開 12，000"突破 1
f認知症にfj捗占うねえぜ 1J 
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支えてくれる仲間がいます
・・チーム宮城

新たなつながりがあります・-
ロパ隊長南三陸上陸

滋賀県民浜市の皆さんfJ¥ら濠局のオレンジロパ贈量
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認知症みんなでわかって支えあい
-曙 みんな笑って暮らすべし

密葬正司

ijt，rj;;!九"""

8tJJLPjt::2!!il 
目指し乞~

ご滞鰭ありがとうございまレ疋。
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宮城県認知症疾患医療センター指定
に至る経緯と取り組みについて

三峰病院宮城県認知症挟懇罷嬢センター

主在遠藤議

医療法人移川哲仁会三峰病院

概要
開設年月81959年2島68
設謹警護療法人移民欝仁会
理事長移JlI二郎
院長連記球史
診療科包 精袴科・袴経科・指科

病床霊童 22015表
病棟~分鐸知書室篤穣 50床

精簿療費鶏穣 59床
精神一銭鶏様 111床
精神湾害者社会復帰施設

グ}~-アトム『ラ・マンチャ』

理詰主峰痛院は詔季034年以来患光顎識な語然の中1;:、医療設舗の近代化、地域
のネットワーク造りなど、診嬢棒畿の充実を鎧ってをきだ。
皆様が安かして、嬰るいき岳な生活を送ることが、一瀦大切Zまことだと思ってい
る。旧東の精神医療かろ、薪しい諮草案震壌と議祉の識立をを築くべく、地域と響、者
之さんへの援をモットーの第一iこして、 よりよい療養生活の役割を担いだいと，曹、っ
ている。
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三峰病院宮城県認知症疾患医嬢センター

認知指定の鑑制診断、 BPSDなどに却臨する急性期監察、認知症罷鰭
掲談、議体岱{井控における医癒連携が羽織なほか、認知症ケ?を短う人
轄建議悲どの地域医療への貢献など、 j欝生労働省で定める要件を満たす
襲嬢携関を、窪ま疋iま致令市が指定するちの。
※{出合指が指定 :2力所

平成23年6月 1Bより宮城県の指定
で詰初治ての E宮城畏認知症蝶鍛臨療
センターZが三越癒院に開設された。
響域県認知痘痕懇罷鐘センター〈三蜂
病院〉では、認短建立〉入とご家族が
“その人らしく"安iおして欝らすこと
ができるように、諦知拡専門謹・諒短
症ケア専門士・精神保鶴播註土・臨床
I~\理士・醤鑓師などの専門スタッフが
お手伝いしていく。
センターは、認知症錨別5診断、各種椙
談、地援連携などの役割がある。

窓城県認知症疾患医療センターの役割

園各種相談
診察前福談

・介機替が抱える認知誌に関する隷均給踏み、不安などのケア相鍛0・3診断・治療
・認知症の鑑別診断・ j台蝿・ケア方針の決定0

.本人や家族に必要な情報を提供。

.BPSO-身体合併痕への刻附
〈入院相談、家版ケア相搬など合む〉

.題難事髄への認忠
・介護保護など護祉サ…ピスを利用するまでのサポート。

翻地議連携の強記
・地i露呈括支援センター、盟議撃機器、関1系議号童、施設、家版の愈などと
連携、靖報の共脊を臨る0

.退院時の家族・関部職議とi義経鑓整。
・かかりつけ医・専門職権・地援への顎諺会関穫。
.定期的な陸膿漣携協繊愈の開催。
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認知症疾患医療センター関所までの経緯

平成17年から時都知症を知的、埠誠薮つくる10カ年2のキャ
ンペーンが始まり、認知症サボーターを増やし、認知症になっ
ても安J~\ レて器らせる街づくりを全鵠的iこ展開された。
平成17年、認知症の地域医療・地域ケアの誰遅を自由iこ、当
読E完畏〈連記成史〉が宮城県で最初の認知症サポート震となっ
た。
平成1ア年4月~平成19年3月まで地域認知症専司相談を実路。
かかりつけ器対応力自上研修会を実施。
平成19年度!こ盟の認知症対策事業、認知症支援体制構築撞進

った。宮城県では気仙沼市と女川町がモデル地誠
(2年間〉に?量定された。

認知症協議ケアコーディネート擢進会議が開催された。認知症
支援を行う地識のき関罷機関をネットワーク化レ、地域支援体
融構築を検きすした。

地域密着型の蔚院を目指してい定三蜂嬉読が、モデル地域事
業に協力できたことは大悲かっ足。

1 認知症サポート医〈濃部院撲〉として、
①認知症地域コ}ヂィネート推耀会議出席
争認知症の理解夜目指しだ市民講演会
φ専門職のスキルアップを目指した研i彦会

2.認知症ケア専門土として、
守〉サポート誌である院長と共に、講演会や研諺会の資料の

準構や事前会議などに出席し、事業の手伝いができた。
争認知症地域費j車中ツブ作成検討会への出席。
金パーソン・センタード・ケアに関して研修会実施

コ今設めて気{出沼市畏の地主要性、地元の盗源、課題などを認識
でき足。
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モデル地域事業の成果と課題
(1 )成果:この2年間の様々な啓発活動によって

、多くの人達が認知症に関山を示し、 「認知症は病
気J I早期発見・治療が重要J I相談する揚所があ
る」と認識し、 「病院に受診させだい、行つだ方が
良し'Jと忠う家族や地域の人達が増えてきたこと。
専門職種の方々と顔見知りになり、それぞれの専門
的な役割を活かしだネットワークを作ることができ
たこと。伺よりも『気仙沼のために』という同じ志
を持つだ人達と出会い、協議し、行動を共にできだ
ことは、伺よりの財産になっだ。
おEいの職場の壁、垣根を越えだ多職種チーム

IJ"Japan.J1 が結成できだことは、とても大きな成
果だつだと言える。

(2)課題:それぞれの専門臓が認知症医療・ケアに闘し
て共通認識を持ち、専門性を高めるようになったことは、
ひとつの成果と言えるが、それらを多職種で共有する機会
が少なくなってしまったことが逆に課題となった。
モデル事業が終了した後ち、一定の連携体制は継続できて
いたが、 “垣根を越えた専門職同士のつながり“を継続す
るまでには至らなかっ疋。
当時は、家族や地域が関，~\を示し始め、新しし1展開が必要
な時期になっていた。モデル事業で摺った成果をどのよう
に展開し、継続していくかが大きな課題であった。

↓ 
この事業によって「安I~\ して暮らせる街づくり」の土台を
作ってちらったと考えれば、今後の新しい展開を発進して
いく役割が、地域に求められているのではないかと感じて
いた。
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モデル地域事業終了後ちサポート医である連記院長は、三峰病
院独自で、地区の公民館での講演、病院内で各専門職種のケア
資質向上を目的にした研修会などを精力的に開催した。
※平成20年度から国が制度化レて医療面での認知症対策の売実を図る為、
地域拠点とレて国閣で150力所整備する自標が立てられた。

平成21年10月より三峰病院に認知症疾患治療病棟を開設。
平成21年12用より認知症専門外来を開設。認知症に関連した
専門相談、診察を開始した。
平成22年5月、院内に老年期疾患対策委員会を設置。
今後の超高齢化社会における様々な老年期疾患に対応すベく

診断、治療、ケア、地域連携の強化を目的として設立された。

このように地域に密着した地道な活動が評価され、認知症疾患
医療センタ一指定を受けたと思う。
平成22年11月より指定を受ける準備を開始し、
平成23年4月の開設を目指していた。

/ 

3毘11Bの東串本大震災iこより高齢者を目究明器く状況時一変0

1. GH、特養、老健、介護サービス事業所などが被災。苅応能
力の極端な値下。

¥ 

2.今まで構築レた地域ネットワークが十分に機能レなくなった。
3.高齢者を介護する担い手不足、独居の認知症高齢者の増加。

¥ 

※高齢者サポート苅第!d:一刻の描予ちない事態に至った。

↓ 
平成23年4月1日に指定予定だった三峰病院が、この大震
災においてもほぼ無傷に残されたことよって、認知症疾患医
療センターを受け入れる条件が保持されていたこと。
指定予定は6月1日となり、時期は遅れたが、この時期に認
知症疾患医療センターの指定を受けたことは、気仙沼地域の
みならず、全冨的に果たすべき使命は大きいと感じている。
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柴田本大震災iこより、器知症の人を取り轡く陳境は一変レ、
鱒災前の高齢者対簸i芸大睦な変更を余犠なくされだ。

1 .震災後から現在校で認知症の初診、桔設する患者数は
増加。今後そちらに増加が予想される。

2.通院で安定レていだ認知症患者のBPSDIこより悪匙
して受診する態者数ち増加。

3.専門醸や家族などへの電話相識・漣機調整件数の増加。

震災後4用"'10舟来までに認知症外来、相談で受診を髄められだ経路

介護支搬 躍・滴腕 施設 新器拡告 なし 知人 地域飽括支

専門員 関係者 関係者 など 友人 撮セッター

31 19 16 13 15 3 2 
% % % % % % % 

約ア鶴のケースで専r~識の7さからの痴鶴受診を勧められている。

認知悲疾患~療センターが開設しだことで気仙沼管内の認知
症医嬢・ケアの拠点となっだ。
※震災後に匡療・議社連携協議会、事制検討、噂門研修会の
開催により、専門職の選議、鑑み、課題を共碍できだ。

認知症の人、家擦を取り巻く環
境の濃化など膿新の情報が集ま
り、麟聴するにとができた。

-課題、支言葉を検討する

ことができた。
・認知症の入、家族らの
ニーズにi邸要な専門職稽、
関係機関と早期に連絡調

整することが司能だった。

モデル地域事難終了後にやや値下レていた“理棋を越えたつ容がり"
が護活おま足、襲災によって、今まで搬点の少なかった専門職と新詑な
ネットワークが樺築できたことは大をきい成果と言える。
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今後、宮城県認知症疾患医療センターは、今
後想定されるケースをしっかり考え、今まで
以上の垣根を越えた密な連携を闘り、認知症
医療ーケアの拠点として地域・保健・医療，

福祉・介護と『鵠や jして連携体制を強化し

ていきたい。

すべては、再び認知症の人やそれを支える家
族、介護者が安111¥して暮らせる街に戻れるよ
うに・.. 
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宮城県の取組みについて
(これから)

ゅ ~t 伝子 伝古市七

第5期みやぎ高齢者元気プラン
(最終案)での方向性

基本理念

高齢者が地域で自分らしい生活を安心して送れる社会

高齢替が，今まで暮らしてをさだ家庭や地域の中で，部立と社会参加
が保障芝生れ，みんなで支え合いながら生活できる社愈在日揺す。

箆盤1
みんなで支え合う

地域づくり

盟盤怠
畠分らしい

生き方の興現
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呂指したいのはr生活まるごとサポートj

ロ地域包括ケアの実現

県全体

生活支援と復興を同時並行で

く語知重母方と家牒を取ザ巻く鱒購〉
1 基之主

間!染みや支えを失ったり、支揺者(家自菜、親威、近瞬・友人、監察 z介護サーピ

ス事業所職員等)・住まい・地域の環境の変化等iこよる濃乱・不安など

2 車産
介護負担やストレスの増大(震災を軽量とした転鰐や関縁、失議毒事による経済的

危機、行政機能の回復途上、介護事業所等の被災による斡鰐習得織など)

く隅齢者賞譲金体として言語したいこと〉
。住民，罷療機関，蕗設行設等の地域糞j薫が達寵した地域でのサポート体制の

再構築
O地域での見守りや生活支援などのニーズに恋える地域の支え合い体制の機鎖

。高齢者の部立話.tt.認知療の方と家接の支援，高齢者虐待防止などの事業の

推滋
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⑤サボー トセンターによる支援体系イメージ

災言語3建災後議・号室者選(l)

事話番喜怒寄事
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繋城県サポートセンター 1

伽ゑ戸接事務務 問 ¥l
t告主事徐かも聾鈴

料品?を種祉ふA J..噌'"'7 ~UI.，，(>. I U zr九更を 畑中'Lé:~.T腕!ii 
五車修 E 
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(参考〕宮城県の生活不活発病予防のイメージ図
九一/~高齢者一人ひとザが持つ力と役割を発揮できる:i:媛・環境づくり~

活動再開・コミュニティ活動

自治会，老人クラブ，介護予
酷サポーター，保健捻途員
食生活改善推進箆活動など

i ーづくり

買い物・通院寄撃の移動手段確

保，高齢者配慮のハード整備，
農業‘漁業・商業活性化

藤たな取鑑み z支援の輪

サロン活動や住民参加の機
会場づくり。支援包体照会
の灘携促進事情報共有。

果肉の者識者、独立行政法人閤lU義援子陸療研究センターなど
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チームみやぎ的活動や全量の鷲さんとの出会いを通して

取組みにあたって大切にしたいこと

1 ひとり一人に丁寧に関わる
ご本人、ご家族、地域の罷怒者、同僚にも。

2 現状に畏を背けない、目的安見失わない
ご本入、ご家族の声は現実。大震災も現実。

何のために?がぶれないように。効率を求めすぎない。

3 仲間づくりを地道に
職場雌職護E 年齢期わず、専門職も住民の一人として。

捺々な壁を超えて、多様なつながりを活かす。

4 チャンスを逃さない
チャンスをチャンスと思える感性安爵く。

担当業務外にも興味を持つ。 私的dk

大震災を緩髄しEか内こをも難事が
rつ電子宮"1JO}大切さ考慮じ乞い審竜彦。

ごれ春宮O}rつ穆がり j を活かしも

新E捗「つ捗が'JJづくり奄過し定
認知躍に毛主っtも安心して暮らせるまちへ
一歩一歩、前へ!

冨 …一闇一醐糊一繍糊枇

ねIv口，ルpピ拶g富蟻.fl抽由台2012
一一一一明糊吋権時刊V漁議開衆喝必際議二縮問中郡ゆ一一一"

平成24童手101苦138総-1る8栂

務瀧部婚に翼れ1ねんtん杭安いきと
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j20120313認知接地域支援締j普及セミナー資料

認知疲になっても

い普い曹暮らせる町って

ええやん!

緩
後
搬
識
燃
縦

~藤井寺市における実議報告~

藤井寺市抵愈欄祉協議会藤井寺市地域包括支援センター

前原由幸

E彊m盟理盟

-面積iま、 8. 89平方キ詰メートん

{金臨の叢命中でS番霊iこ卒さL'.，) 

・人口 66， 867人制23.9晃・65議以上人口 15， 208名{高齢化芸葬祭祭場 7%) 

・地域告括支援センター 1か所(社会揺祉協議会〉
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l …担当者一た平均特徴〈平奇~~評価)

-良主餐員活動寸前北委員活動が比較的活発であり、生
民間のつながりが残っているo

=令一方で、その拙い平の固定化・高齢化 a重複化
。人材の発問、商成が必要!

・認知症に関係するインフォーマル資源や認知症の磐
発の実績などはほとんどないむ

。認知症!こ却する正しい知識@警発が必要!

-専門職間ネットワークが弱い。

。介護職、重療従事者等の連携の下で地域支
援が必要!間一心。

州山

r
f
f
b
、

; ビジョン及び方針 I 
-......圃
⑦認知症の方とその家族を地域で支えるサポート体制づくり

②認知症をキーワードにした地域のつながりづくり

ー-霊室罷E・・
①必要だと惑じたこと誌とにかくやってみるo

4・レ
②展寵した内容を必ず関保者に報告(還元)する。

4・レ
争軌道務正や新たな課題を掘り起こす。
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| 附~藤井寺の取り組み | 
@啓 発 ・キャッチコピーの設定

-シンボルマークの公募
-理解推進キャンペーン ・ニュースレターの発行
.認知症フォーラムの開催

@人材養成 ・認知症サポーター養成講座
圃住民代表者への研修

E 団塊世代への働きかけ

=今アウトドアイベントの開催・ボランティアグ、
j レープの立ち上げ

-専門職サポート
@家族支援 圃家族セミナー=今“家族の会"の創設
@地域支援 圃俳佃対応模擬訓練の実施
。専門職ネットワーク

圃専門職ネットワーク“いけ!ネット"との連携
圃【専門職向け】地域資源情報集の作成

@調査等 ・住民意識等調査

I¥E二ι-川r川ι川:中川h川川シぷ山山ι山山I川I州可川川叫之川巾:μ山

J日なーーに化'"1

111 
久 子叩 ι叩ー♂ -ミ-

①キャッチコピーの設定・シンボルマークの公募

②認知症サボーター養成講座

③親父パーティー

④認知症俳個対応模擬訓練

⑤専門職ネットワーク「いけ!ネット」の協働

⑥民生委員との連携強化

思 ⑦報告会は次のス問への架け橋
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め ・キャッチコピーの設定 I 

w .シンボルマークの公募 I 

• N 認知症になっても、

・I いきいき暮らせる

・C 町(CITY)って

• E ええやん!
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| 親父パーティ広がる活動の場 i 
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I⑤専「掛ツトワア山子11と叩I

正式名 :~藍療とケアマネネットワーク連絡会~(平成19年度から)
務局:藤井寺市地域包括支援センヲー

参画機関:・介護保検事業者連絡会寸前会織病院 z市

-保健所

定例会:毎月第4火曜日、 14時-15時

。交流会
z霊境線介護職双方の交流会を目的とする他、アンケート報告や憲携

ツ…んなどの成果物を報告。

。連携ツーんの開発など ~ゆるやかなルールづくり~

-介護達護シートj鑑・稼終種懇談したい擦に利用するアポイトメントシート

. r関係者間の連携体制臨J'• .在宅時、入践時など各職犠の動きを恭した
フロー語

. r私の支援マップJ'摘網綱嶋刷刷繍・・ひとり暮らし高齢者を中IL，¥Iこi犠入、関連機

関(人物)を一吉で分かるようにしたシート
イアンケート調査」・・・・・・・・似胸鋼連携に対する意識語査、連携ツーんの認知

度を調査
. r在宅生活1警報シートJ網‘銅剣衝恥指年IJ用者が入院する際、ケアマネから購i詰へ送

る情報シート
イPRビデオ(J)観作上幾... 鯵 隼温 a連壌の大切さをテーマ!こしたPRビデオ。出

演者iま医寵介護従事者
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l「NIC?!?け11トト
(耳「閥|け)地場雪 l情報ファイル作成ヘ.rいけ!ネット」と協働し、情報集作成

フォーマルを中心とした情報を集めるためのアンケート調査を実施。

【平成19年度】

情報を集めるためのアンケート調査を実施

功いずれの機関も、回収率100パーセント

【平成20年度】

インフォーマル情報を加え、各機関に配布

-波及的動き

医師会、歯科医師会=今認知症研修の共同実施

薬剤師会=今認知症サボーター養成講座の開催 白
、

O
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・
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⑥藤井寺市民協と藤井寺市地域包括支援センタ=-

の連携強化に向けて ul悶!藤井寺外の取り組み-

-実態把握
・アンケート形式で、民生委員と地域包括の連携状況を把握。

‘、，、
j
a岡

山
唱
・

川
市
川
J
K
O

'
h
w
i
4
 

w
p
f
Q
 

-職員紹介
-互いに、顔写真入りのチラシを交換。

-交流会掴事例報告会
・連携が上手くいっている事例、上手くいかなかった事例の報告0

.ク、ループデイスカッション

-後方支援
・民協が行っている高齢者実態把握調査の中で民生委員が「支援が必要Jと
判断したケースを地域包括支援センターに届け、情報の整理、同行訪問、
担当ケアマネの紹介などを行い支援強化に努めている。

=今多面的接点から実践的な連携強化を探る。
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- 民生委員と包括の連携強化に向けて三 . 
i -三:じに

テーマ:~民生委員活動で思惑することと工夫』
〈ワークシ沼ツブの樟子)

民生委員が閤感する事例として、認知症に関する
ことが多い。

ゅ不定期ではあるが懇談会や事例検討会を継続
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l 取 りくみ を 実 施 同 一 )

0認知症啓発等の賜がもたらすもの ゆ
①関心の高まり

②正しい知識

③活動への参加"見守り行動

O事業展開を進めるなかで、

思わぬ波及的結果やつながりが生まれてきた

(思わぬ展開を上手く活用できた。)

口認知症の取組みをすすめる手ごたえ

|ゅ事業成果の継続や発厩を施策として担保する必要性|
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I :取りくみを実施して②〈役割期待)
O自身の職種や機関の役割の主張することは容易い。

しかし、自身の職種や機関の役割期待について語るこ

とは難しい圃・・・。(少しずつ違いがある)

例えば・・・

@本人(家族) =今地域役員

@地域役員 =今社会福祉協議会

@専門職 =今地域包括支援センター

@地域包括支援センターコ行政など

誰のための支援か!ハートは熱く!頭はクールに!

山“山川 山 山 -川-己 -山.
汲級以双係泌ぷ湾総 i 韮耐 "v....~ よ1.==.1世i'1!] 円祈念主主~州議論ととえ

W-関.
o ~認知症の取組みは、待ったなし』・. . 

取組みを今こそぜひ、すすめていきましょう!

-出来ることから
圃気がついた人や機関から

.小さなエリアから

・日ごろの活動のなかで

*全国各地で取組みが広がっていますが、
キーパーソンは、さまざま。 o 0 

*がんばり過ぎない!他人のチカラを上手く利用しよう!
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親父パーティー チラシ

また、全ての活動に共通している“もし、自分が間知症に
なったと宮、こんな活動があったらいいのにな"という想い
l宜、メンバーにとって認知症は他人事ではないという想い
の現れです。
あなたも是非縦しんでみませんか'?!ポラシティ7のイ
メージが変わるかもしれません固

;あなたの優しさで笑顔になれるかたがたくさんいます。認知症を知ってください。
:昭知詑が"脳の病気"だと知っていましたか 72004年 12月に『痴 周囲が気づかない、いろんな苦労が家族に起きてきます。介蹟は長い期
:泉』から ~tll知症』に呼称が変更されました。これは、 『痴呆』が本人 間にわたる事があり‘家族だけで介臨しようとすると家族の生活がもた
:の尊厳を欠〈侮蔑的な袈現であり. r何もわからな〈なる』という限解 な〈なります。介腿保険制度やその他相餓機関締を刷用しながら、無理
:を生んでしまい、早期の知見や惨断、適切な対応の支陣となっていたた のない介践を純ける事が、本人にとっても家族にとっても大切になりま
:めです固惚知症の症状に最初に気付くのは本人です。既知症の人は何も す。偲知詑になっても本人と京族が安心して元気に〈らせるように、地
:わからないのではな<.!11よりも一番心配なのも、苦しいのも.恕しい 械で支える意臓やし〈みがあれぽ、本人や家族はどんなに媒になるで
:のも本人です。相手を傷っけない宮製かけや蝕鹿で接して〈だ古い。 しょうか。雌でも住み慣れた地i払大好昔な町、自分の窓で暮らしてい
:昔っと不安でいっぱいです。さらに、家族さんが苦しんでいる事も知っ 昔たいと思っています。

・オカン遣の活動肉容(代表的な活動の紹介)女

認知症に対する取り組みに全国が注目

，vlGE!藤井寺寓害索

令 知的r
藤井寺市地域包括支揖センター

|NIC日藤持のシンボルマーク|議められた想い)~.I~EI~寺

¥)へと・/このマータの5つの涼休はそれぞれに自身、家族、友人、地域、社会
を設現していて、太陽をイメージした中央を5つの球体が感星のように
包み込んでいます。家族・友人そして地域・社会に支えられ、自身に
よって紛が広がる・・・そんなイメージを表してデザインされました。
また、 "NICE!繭井寺"という合言葉!こは、"tl;!知症になっても、いきい
き事らせる町って、ええやん!"という意味が隠されています。認知症
になっても自分らしく笑顔で暮らせる町って、きっと索敵です。

N‘認知盆Eぬっても.

n < ~\書いき暮らせ吾
G‘町(CITY)って.

陸‘ええ申ん!穣井寺

② |いNI附I旧岬G

「親父パワ一を地域のチ力ラに !Jを子一マに、長年社
会で培つた知識を出し合い、様々なイベントを企画運営。
日頃閉じこもりがちな認知症の方に余暇の場を提供し、さ
らに多くのボラン子ィ7を巻吉込みながら活動の場を広げ
ています。
「親父パー子ィー」という名前から毘性ぽかりが参加して
いると思われがちですが.突は半数が女性メンバーで
す。

*グループの特徴女

このグループの特徴・・・それは
mIJ-I;{ー害総め.Iil柚骨併なP特臓がいない 1

こと。全ての決定権は会111の場にあります。
⑦自掛が・柏りゃい時I二拍叫がい~)-t:1十干いい

そんな気軽で気楽なポランティアだからこそ縦しめる
し、続けられるのではないでしょうか。 1

“吉ずl士自分が察しも号 I自分が郵し〈ない1-相早も
事L(ない I.が骨雷茸干す

日頃、外に出る機会があまり無い認知症
高齢者の方を対象に、デイサービスなど
では昧わえない体験や、太陽のもとで1
日楽しむイベント。学生・専門職などのボ
ランティ7参加もあり、新しい発見がいっ
ぱいの楽しいイベント固他の椋々な活動
の原点がここにある。現在まで、計3回
実施されている固
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偲知症のことやグループのことを知って欲
しい!という意見から生まれた活動因ゴミを
拾いながら認知症啓発を行うイベント固休
息で立ち寄る公園で音楽会を実施。“エコ
でえーこと(いいこと)"を合言葉に、ただの
ゴミ拾いじゃない!ただの音楽会でもな
い!もちろん、ただのチラシ配りでもない 1

楽しいからいいんです!

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.
一緒に歌いましょう〈音楽会 . 

-. 
毎月、第2土昭の10時から11時に市役 ・
所地下1Fホワイエにて、定期的に開催 : 
する事で閉じこもりを防止して欲しいと開 ・
他。真に自分述がもLtll知症になった時 : 
…こんなグループ初街にいたら、楽しくて ・
俳個中でも寄り道してしまうんじゃないか : 

な'?!声を掛けて〈れるんじゃないか ー

な'?!自分遣の未来を見据えた夢のあ : 
る活動です。 . . .. . . .... . . . . . . .. . . . . .. ..・

• rm，知症でもだいじようぷ』町づくりキャンベーン』にて「町づくり 2008モデノレ」受'lt
• rm2回 Mnke a CHANGE Day (全国一斉ボランティアの日) Jにて「促秀賞」受賞(1-122年度)・rm3回 Mnke a CHANGE Day (全国一斉ボランティアの日) Jにて「特別賞」受負・(1-123年度)・新聞特記載状況 ※ 朝日新聞 (H20.11. 12) (H20. 11. 15) (1123. 1. 15) (¥123.2.6) 計4回掲械

※ 月刊福祉 (H24年 1月号) メンパーへのインタ rューが掲，I~
※ ふれあい(H22.9. j) ※ 神戸新聞 (H23.2. 5) 
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事ー'" 社会福祉法人
久万高原町社会福祉協融会イメージキャラヲ世一

久万高原町社会福祉協議会(愛媛県)

①地域概況⑧地域紹介
愛媛県久万高原町の位置

~"")1癒捺

霊援県久万高原閤TIま、平均標高

が800mの高揮のまち。夏iお車しく、
冬iまスキーも楽しめます。

軍鶴 IK盟虻U ISL時制覇
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四国やのに!
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LLCLlMs石謡曲l
て二7-4L:::... :: 

久万高原町の人口状況

世帯数 / 弘 908戸

人口 / 9，993人

内訳
男 4，695人

女 5，298入

業平成23年11月末現在
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久万高原町の人口推移

-12 

働=人口数

。=世帯数

舟平均18.....19名の人口識少

-4 

(9，993人)

(4，908世帯〉

丹平均3-4世帯の減少

平成23年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

久万高原町の高齢化率

※愛媛県下1位の高齢化率

愛媛県内の高齢化率=26圃 06%

〈平成23年4月1日現在:愛媛県長寿介護課調査資料〉
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高齢化に伴って・・・

園地域で共に支えあうことの難しさ

→地域で『ちょっと気にかけるJ]活動の展開

.そっと支える担い手の養成

→地域の新たな担い手づくり

圃成年後見〈法人後見〉の増加

→法人で支えていくことの必要性

久万高原町社協法人後見受任状況について

〈年度別受任者数表※累計〉
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法人後見受住状況について

〈被後見人等状態別 ※累計〉

④私たちのビジョン!
住み1璽れ?と地域で望号むして幕与すニとがで曹る

臨時つまり圃.. 
盛署生活に視点を置いて!
謹宅犠牲の充実に向けて!• @ 
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そこで滋綴滋

⑤j覇関の理解者を作るという
ビジョンを奥現していくためには・震篇

〈方針表焦点〉

地域を耕し続けていくこと!

1人口 すよりも磁綴溺

十

久万高原町社協 f久万高原町〈行政)~と連携して!

11 

一緒に耕していく!
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⑮異体的な錐掛けと取り組み内容

場生活・介護支援サボータ…養成講麗
命『団塊の世代の老い方=死iこ方緩支え合い方Jセミナー

生活a介護究機サボーター養成講座の実施

麗諮:地舗の中でそっと鋭締法支えてくれるま塞識の翠い李を議議 i
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生活・介護支接サボ…ター養成講座の実施

目的:地域の中でそっと生j告を支えてくれる地識の担い手を養成!

生活盤介護支援サボーター養成講座内容
喪施期間:平成23年10月割問〈金)-12.F.11113(箆〉の揮の7霞間

20時間のカリ.:f-ュラム
〈寓施カリキュラム〉

関 j司悶 草寺 Iul 害時 毒事 間銭湯所

書官1倒 101121 悶{会~向21 :00 防f支総え2会2・いオjリのヱきンっテかーけシづョン〈￥ 久方自皆様際やまなみ

~悶 101128悶(金t_IeH.i.t....O!l!l人の緩をラま〈聴くlちょっとしたZ緩し稼2を伝授i 久万量産織!]原i交町際縫E蕗

第~語 imÐl悶〈食~向líiIIi1íl久~高原町の裳を活かすケアについて学ぶ i 久万草野言草谷原主町主主殺若を量

書官~霊 地域標題の解決方法を探してみよう 1 久万襲警務災襲警受豊君話奇主主主義

第~月 2S(金) 19:00-21 :00隊がいを個性と捉え、地域で支える日当事者の声を号車く〉 久万言語華奈義誌やまなみ

l1"iIm芸 ~日〈金Þ_IëH.I.þ.iB.!I! ドウ~ーが教える!認知症を理解しよう! 久万喜毒装装車誌や家主主み

主事i'JS_p..Jillm4沼~WJ.IíTfJi!lrJIjI.J 渓習『地域で支えあう!.!1 小倉くめさん特別喜善康 久方言語義案書誌や家主主み

実議場務:JR久万高原震や家主主み2階町社協各支所
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け{買患のス告ンス
島参加人数でない!少数でいい!

-地域で何ができるか?!
〈グループワークを中心!こ地域の簡を聴く!)

覆議
・地域のfちょっとしたことJ授、闘してもらうための仕詩けづくり〈譲の箆える欝犠牲づくり〉

・生震の生の声を翻忠祉協と共に地域を作っていく仕捺けづくり

ョ設協職議0)1向上〈社協鞍員みんながソーシャルワーカー〉
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なぜ『死に方』を考えるのか・・・?

『皆さんどうやって
死んでいきたいですか・ G 0 ? ~ 

『死に方』を考えると『生き方』が見えてくる!

団塊セミナーに参加して〈感想抜粋〉

園地域の中で何ができるか!私にもできることを見つけて、地域
に恩返しができるようにしたい。 (40-50代〉

園地域で暮らすということに何が大切か理解できた。地域みんな
で支え合い、安心して生きれるつながりを作っていきたい。 (40
-50代〉

・地域に頼み上手になって、消しすみのようになろうとも地域に参
加しできることをする。 (60代〉

回他人事ではなく自分で造る!(80代〉

・横に手をつなぐ !(80代〉
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芽がでて曹t=.園図圏 i

その芽を大切に時間をかけて育ててみる・圃・。
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認知症の方も地域の皆さんとともに・..。

ふれあいサロンの様子

⑧全体的な成果と課題、今後の方向性
成果
大地域をリードしていく新しい担い手づくり
安一層の顔の見える関係性づくり〈困ったことがあれば、とりあえず00さんに!) 

課題
大課題はっきもの!地域づくりにゴールはなし!

今後の方向性

園地域を耕し!耕し!耕し!続ける・・・ 0

・地域に種をまいてみる!
・でてきた芽を時聞をかけて育て、花になるまで
気長に支えて行く!

『待つこと!]のスタンスをあえて大切にする!
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4.参考資料
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平成 23年 8月に実施した全国認知症地域支援推進会議で配布した資料

認知症対策等総合支援事業について

厚生労働省老健胃高齢者支援課
認知症・虐待防止対策推進室

認知症の方への支援体制
~医療・介護・地域の連携~

O 認知症の方ができる限り住み慣れた地域で暮らすためには、必要な医療や介護、さらには!
日常生活における支援が有機的に結びついた体制を整えることが重要。 1

三三〉
j1!f hu 

fEh 
f 

(適切な医療の綾供}

O もの怠かヰ自殺の実施

G かかりつけ医、サポート医による適

切な医療や介護サービスへのつなぎ

O 認知盆疾患祭療センター等の

専門医療機関による確定診断

(専門的なケアやサービスの相談と提供)

O 認知症予防のための地域支援事業

O 本人の状態に合わせた介護サービス

認知症対応型通所介謹

小規模多機能型居宅介護

包知症対応型共同生活介護

O 認知症ザポータ一等による見守り

O 見守り、配食、買い物なεの生活支 | 
援サービスや権利擁護などの地域 | 

支援事業の活用 i 
O 市民後見人の育成及び活用 ! 
O 認知症の方やその家族に対する支 | 

等 ~m=~~~~~~~:~~~~!~援団体による電話相談や交流会の実 | 
施|

等|
¥ノ

等

市町村は必要な介護サービスを確保するとともに、それぞれの分野の活動支援、推進を図る。
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介護保険制度の見直しに関する意見
(平成22年11月30日社会保障審議会介護保険部会報告書より抜粋)

(6)認知症を有する人への対応

(今後の対応)

O こうして整備された様々な関係機関の調整役と

して認知症ケアのサポートをするために、必要に
応じて地域包括支援センター等に専門的な知識
を有するコーデ、ィネータ一(連携担当者)を配置し、

認知症サポート医等との連携を図りつつ、医療と
介護の切れ目ない支援体制を構築していくことに
ついて検討すべきである。

平成23年度予算における認知症対策等総合支援事業の再編・拡充について

圃 E置:UJ!霊ヨ圃

l地織支鑓分野 11 

市町村事業

[偲知症対策迎携強化郁集]
介股と医療とのコーディヰートを行う偲知症迎御担当者の
!fi!置

282 

圃・E曹軍曹聖聖彊圃圃

自治体の裁量を高める見直しを行う。

内市町村事業

繍凱よ虫駆姐認創痕腕簸総食銭湯司座劇“
oa知症地域支援推進員の配置

※市町村の裁量により必要な都業事問知症地域支U!推
進函脊申心に宴腕

{斬規)(市民後見推進事業〕
O 市民後見推進のための仕組みづくり

(拡充)(高齢者権利擁随等推進事業〕

O 従来の事業に加え、被虐待高齢者を一時保観するシェ
Jレ告ーの確保と市民後見人養成のための研修事業を導入

{拡充) (若年性毘知症対策総合推進事業】
O従来事業に加え、実態把握のための事業を導入



認知症の方への支援体制の在り方
~市町村認知症施策総合推進事業~

O 認知症の方ができる限り住み目慣れた地域で暮らすためには、必要な医療や介護、さらには日常生

活における支援が有機的に結びついた体制を整えることが重要である。

O このため、市町村において、医療機関田介護サーピ、ス事業所や地域の支援機関をつなぐコーディ

ネーターとしての役割を担う認知症地域支援推進員を毘置し、認知症地域支援推進員を中心に下

記の取組を行う。

(D認知症の人にその状熊に応じた適切なサービスが提供されるよう、介護・医療困地域サポートな

どの各サービスの連携支援

φ些持の認知症支援休閑築し、地域の実情に応じて認知症の人やその家戸支援する事業j

」
-ポサの域地

てコ込山
市開柑における地域ニーズの把握と計画的なサービスの確保

認知症地域支援推進員が行う業務の例

(1) 各サービスの連携支僅

認知症の人に対し、状態に応じた適切なサービスが提供されるよう、地域包括支援センター、認知症疾患医療セン

タ一等の認知症専門医療機関、介護サービス従業者や認知症サポーターなど、地域において認知症の人を支援する

関係者の連携を図る。

(取組例)

認知症の人やその家族が、状況に応じて必要な医療や介護等のサービスが受けられるよう関係機関へのつなぎや

連絡調整の支援

- 地域において認知症の人への支援を行う関係者が、情報交換や支援事例の検討などを行う連絡会議の設置

地元医師会や認知症サポート医等とのネットワークの形成等

(2) 地域の認知症蝋域支援体制の構築

認知症地域支援推進員を中心に地域の実情に応じて認知症の人やその家族を支援する事業を実施する。

(取組例)

認知症の人と家族を支える地域の人材やサービス拠点についての情報収集

(t也域資源マップの作成・普及・更新)

若年性認知症の人本人の状況に応じた適切な支援の検討及び実施

在宅介護サービス従業者に対する認知症研修の実施

認知症の人を介護する家族等のネットワーク構築を目的とした支流会の実施

多職種が参加する認知症の人の支援のための研修会・事例検討会の開催等

。医市療機町村関へは実つな情ぐにた応めじの、医関療係と機介腐護のの調連整携等をを図行るうた認め知、症地サ域ポ支ー援ト推医進等員のへ医医師療を的配見置地してかいらるの。助言や認知症の人を専門
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情報収繰 ↓締結一票時へ
フィ…ドパック

市
街
町
村

市
需
村

市
町
村

市
町
村

市
附
村

市
町
村

介護サーどスの義盤強化のための介機傑験法等の一部を改正する法律の概袈

高齢者が地域で自立した生活を営めるよう、銭様、介議、予襲撃、後3まい、ゑ活支援サービスが切れ隠なく提供される「地域包括ケ
アシステムJの実現に向Itた猿組を滋める。

t 医療と介陵の逮撲の強化等
町医療‘介護、予防‘住まい‘金箔支援サ…t:::スi:J{盗事繁した婆介繁華霊祭への号電極的な支援{総絞包括ケア}杏推進の
め回常生活関織ごとに鰍縫ニーズや言葉鐙の抱襲撃轡喜善後えた介護者襲撃実慈雲主計溜ぎを策定。
③単身・盤皮の喪介護者毒事!こ対応で慾るよう、お善寺間対応の綬著書量!¥Iill・義喜善寺主主j;fi.サーどスや複合愛サービスを創設。
④係険者の判断による予防給付と主主滋3主主義サ…ピスの総合的な喜軽自襲安湾総とする。
⑤介磁療司書病床の廃止期限(lJIJiIi;24年3J奇家〉を猶予。{新たな翁定!立行わないJ

2 介t護人材の磁傑c!::サ…ぽスの貨の向上
①介E華街彼:tゃ-:iEの教育'a::!1l:けた介餓職員号事によるたんの吸引等のZ契機を湾総とする。
②介飽裕社会の資給取得:tn去の~1iし{平成2幼年4周災施予定}を延長ij.
③介様務総所における労働法規のi製守安徽殿、務議所指定の欠格婆件及び取消要件!こ労苦詰碁i事法毒事途E走者をis主D.
③公若襲警官の級官襲災総の奇襲務付け燦JJ::.など介滋サービス情報公表意IJ疫の見蓋しを実施。

:3 a梅毒事緩めを生家いの綾織毒事
O おお}君主人*…ム毒事における前払金のi墓i裁に関する利用者保線規定を追加。

5話語審会労護主守撃と隠ゴニ交走査後の定義擦によるサービス付設高齢者向1す住宅の供給を促進(高鈴者住まい2去の改正}

4 滋総療対策の後進

金

器祭器量苦言による2主体的な翼翼線の議進
①介主聾事長後芸葬祭普十蛮と歪療サービス、住まいに癒する計画との調和を確保。
②泌域苦言葉ま裂サーピスについて、公募・選考による指定を可能とする。

6事長験車専の上界記号緩事E
O 各事事選お祭の罪主義文安定化基金を取り崩し、介護保険料の軽減等!こ活用。

[総行8]
1⑤、2②については公平等8施行。その他iま平成24王手4J司18施行e
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医療や住まいとの連携も視野に入れた

介護保険事業(支援)計画の策定

O 地域包括ケアの実現を目指すため、第5期計画(平成24-26年度)では次の取組を推進。

日常生活圏域ニーズ調査を実施し、地域の課題・ニーズを的確に把握

-計画の内容として、認知症支援策、在宅医療、住まいの整備、生活支援を位置付け

これまでの主な記載事項
O日常生活圏域の設定

O介護サービスの種類ごとの見込み

O施設の必要利用定員

O地域支援事業(市町村)

O介護人材の確保策(都道府県)など

日常生活圏域ニーズ調査
(郵送+未回収者への訪問による調査)

介護保険事業(支援)計画

認知症対策の推進について

|調査項目(例
o身体機能・日常生活機能 l 
(ADL-IADL) 

o住まいの状況

o認知症状 1 

o疾病状況 l 

/O今般の介護保険法等の改正により、下記の①から③について;完カ義務を明記。 、
仔〕 市民後見人の活用

今後、親族等による成年後見の困難な蓄が増加するものと見込まれ、介護サービス利用契約の支援な

どを中山に、成年後見の担い手として市民の役割が強まると考えられることから、市町村は、市民後見

人を育成及びその活用を図るため必要な措置を講ずるよう努めることとする。(老人福祉法第三十二の

② 認知嵯に闘する調喬研究の推進
園、地方公共団体は、認知症の予防、診断及び治療並びに認知症である者のl!j¥易の特性に応じた介護

方法に聞する調査研究の推進等に努めることとする。(介護保際法第五条の二)

③ 市町村介護保険事業計画の見直し

| 市町村介護保険事業計画において、認知症である被保隙者の地域における自立レた日常生活の支援に

1 I関する事項について定めるよう努めることとする。(介護保隙法第百十七条第三項第五号

(市民後見人を活用した取組例のイメージ

④盤蓋(候補者の推薦〕

実施後覇軍
⑤玄並(専門職による相談等の支援)

②盈隻(市民後見人養成研修の実施)

285 

10 



| 「若年性認知症施策の推進につい て J(平成 23年 4月 15日付け事務連絡)の概要|

ボラ ジティア活動の謝礼を受け取れる倒

※以下の要件存満たす場合ポラン子ィア活動の謝礼事蔓錯し
でも整し支えないと判断される

0 ボランティアの謝礼が労働基準法に規定する賃金に骸当
しない
0 介腹サービス事業所は、若年性毘知症の方がボランティア
活動を遂行するための見守りゃフォローなどを行う

{注)ポラン子ィア活動の附礼を、介臨サービス事来所が
受領することは介陵報酬との関係において適切でない

若年性胞知症の方に対応する都道府県福裁体制iの充実について

若年性飽知症の方への支援l主、医療、介護、福祉のみならず就労支掻
など多岐にわたることから、行政組織の相敵対応窓口が複数にまたが
り、一貫とした対応が困難。→名都道府県lこおける桐部依制のワツ
ストモッブ化警関る

介担保険サービス

介限サービス事薫
所

若
年
性
関
知
症
コ

l
ル
セ
ン
タ
ー

u

|

J
訓

叫

川

|

刷

、

-

加

，

F

、、
、、

阪

| ※イメージ図 | 

地爆における若年性認知症の7ヨに対する支援体制の立ち上げについて

平成22年度補正予算「地減支え合い体制づくり事業」などの活用により、介陵サービスとは刻に若年性飽知症の方向けのアクティピティを

行うNPO法人や、若年性認知症の方やその家族の交涜会など地域の実情に応じた支援体制の立ちょげを図ってい化だくよう周知

11 
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5.アンケート結果
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5-1)全体集計結果(N=制

言翠鶏寵撞壌支譲鉢号事j督2長セミナーアンケート鈷粟

アンケート関紙状調

神 138 110 79.7% 

計 493 367 74.4% 

題鎗鐙主審議支譲鉢観曽義セ道ナーアンケート結果

市区町村職員 100 2ア.2%

地域包括職員 39.8九
NPO法人，

146 市東，凶器
2家族会.0.5覧ヘ3.8覧ー¥ I -.--その他 0.8

介護サー 51 13.9誌 校会議後協

議 会 2.5莞

医灘間保留 18 4.9% 医療鑓係者，

4.9号

9 2‘5% 
介護サービス

家般更さ 2 0.5先頭係者 13.9竪

NP 14 3.8% 

6 1β% 

その地 3 0.8% 

きす 367 100.0% 
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認知症地域支援体制普及セミナーアンケート結粟

Q 1.白地域の認知症地域支援体鎚づくりの取組み
への自身の見方や替え方の変也 CN=367)

i新たな見方や考え方を見つけだ 16話 料 1%

査わらないが、方向性の謹認や

万策の補強ができた

i特!こ装化はない

その倍

172 46.9% 

367 100.0% 

91手るが新記な見方や考え方を見つけたり、方向
控の確認や方策の鴇強iこつながった。

主な記述
O行設が与えるのではなく、地域が替えて行動で窓る「しかけJがお

要〈都道府県〉

o r地域づくりこまちづくり=人づくりJだと思つだく市龍題詩〉

O各地域の現状が違う中で、その地域にあっ記事撲を牒関レていくだ
め!こ{司が必要かを改めて感じた〈市臨時村〉

Oこのような他市の状況報告の話を事業所、震部会、社協、市農の人
も間いて考える機会がl白要〈地域包括〉

O詔括だけが行うのではなく、自治会や既警のグんーブと連携し、地
域発の取り組みにしていかないと単年での活動で議わってしまう
〈地域包括〉

O自ら情報を集めだり、事業所だけの活動iこ終わちす、地万iこ協力レ
らうように「レかけJを蓄えたい。(介護探検事業所〉

Oi也I裁に機器レた施設を目指しているが、議設内の取り組みiこ舘まっ
ている。地域全体に臨を毘1'1取緩むことが大切〈介護課践事難所〉

O これまでは f行政が動かなしりという詰めが多かつだが、行政任せ
ではなく住民を交えて全体で警えていく必要があるく認知症疾患軍
強センター〉
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謡館症地域支譲体毒事j普及セミナーアンケート結果

Q2.報告から自地域の今後の地域支体制づくりに
活かせること CN=36ア〉

参考になる点やアイデア、ヒントが兜つ1J' 221 60.2% 

未回答 12 3.3% 

植地識の報告から、 91.8誌記襲鉢的に溶かせる
ことや、アイデア、ヒントが克つかっ

主な記述

O今ある組織〈地域システム〉在活用レて、生き疋システム!こ変化さ
せる必要がある

O票としての役割、市叩村の役割、それぞれの視点を整理できだ。
の中で、県として酪到していくことや、市町村、邑揺への支援のあ
り方についてヒントを得枯れだ〈都道路長〉

O 住畏との協働の仕掛けづくりのヒントが多々あっ芝。 I~霊知症J を
キーに町づくりを今後也住民と舛!こ進め乏いく吊Id寄討〉

O自分の地域ではなかなか支護体制の繕築が出来ないので、他市の取
り組み全てが参考になる〈市Id印村〉

01吻I或の国りごと、ケアマネジャーの躍りごとなどしっかり聞くこと
が基本〈地域自活〉

O今さらながら地域の実態を異{本部i二倍謹レ、整理し、性民・関係者
し、頭り組みについて梧設すること

01間期支護と地域づくりが実話ストレートiこ結びついている。何のだ
めiこ、誌の為、の支援や地主義づくちなのかヒントをいただいだ〈介
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5-2)東京会場アンケート結果(除114)

参加者

田技数

回収率

アンケート問答者の立場

区分

都道詩集

市長王町村

地域包括

介護サービス

亘療関係者

社i姦

家族会

NPO法人

(;l:is塘金氏の立場)

その他

言十

家族企 0.9誌

社会擢社協議

会.1.鈴

鹿捷関{系者，

4.4% 

介護サービス

関係者.12.3%

38.6努

292 

155人

114人

73.5ちも

人数 % 

4 3.5% 

39 34.2弘

44 38.6誌

12.3誌

5 4.4話

2 1.8覧

0.9弘

。 0.0% 

3 2.6弘

2 1.8覧

114 100.0覧

その他.1.8目

都道府県職員

3.5% 

車窓接持守磯良

34.2覧



1.セミナーに参加して最も印象に残ったこと

No 最も印象に残ったこと 立場

l岸和田市の「まあるい会」や鎌倉市の民生委員の自主的活動、具体的な活動や活動に

至る経緯が分カ冶った。
都道府県

永田先生の話の中で成果を君、ぎ、残ってし、かない取り組みも散見されることが残念とあ

2ったが、正にその通りで、息の長い取り組み、自動的に動いていく「しかけ」が必要だと

感じた。宇都宮の聞き取りシート・暮らしの応援帳、まんぷくのハノレエさんは素晴らし
都道府県

い。鎌倉すごい。何かをしたい人はたくさんいる。

3まずは行動に移すこと、それを長く続けることが大事だ、と思った。 都道府県

4 皆自分の住んでいる街を愛しているのだと思った。動くと見えてくることをつなげる、形

にしてしてのだな。
都道府県

5 I ~認知症」とか「両齢者」とかそのような枠組みにとらわれることなく、「地域の住民」が生
活しやすい街づくりをどのようにすすめてしてのかが大切だ、と思った。

市区町村

-従来から行っている事業を少しリニューアノレし、新たな視点として組み立てを行ってい

る点などは、予算化も必要なく、とても良い方法だと思った。

6 ・地域の人達のつながりと行政の後方支援がうまくかみあっているイメージがつけられて
市区町村

良かった。

-認知症サポートリーダーのこと

7 ・宇都宮の人の発表全て
市区町村

8 ・民生委員がはじめた自主活動

-行動してから予算化
市区町村

各自治体で、の取り組みはそれぞれ興味深いものだ、ったが、鎌倉市の青空サロンの「ま

9ずやってみる」という姿勢や自宅を開放されたやよいの会の活動には感心させられた。
市区町村

10 各地域の特色・特徴にあった支援のあり方がある事 市区町村

11 
各地で様々な取り組みがされていて、今の自分の区の動きの改善点・取り組むべき方

市区町村
向性を考えていきたい。

12 各地の取り組みの lつ lつに啓発された。 市区町村

13 鎌倉市の発表に地域の人がいたこと。 市区町村

14 鎌倉市の民生委員の活動 市区町村

15 鎌倉市のように実際にやっている人達の声とし、うのは響く。 市区町村

16 岸和田市の活動…当事者左一緒の活動が出来ている、活動のプロセスが良いι思う。 市区町村

17 既存の事業を活かすなど、出来ることからやるのが大事なのだ、なとd思った。 市区町村

-具体的な事例で認知症の人に限定せず、地域に必要とされることをキャッチして、“つ

18 なげる"“つながる"ことが上手くいくコツなのかなと印象に残った。 市区町村

-青空サロン、宇都宮のシートはいいなと思った。

国の施策は事業ばかりたくさんあって、どこから取り組めばよいのか分からず、結局今

19 
年一年手っかずだ、った。しかし、ケースの中から必要なことが見えてくる、本人を中心に

市区町村
必要なものをつなげていくとしづ話を聞いて、ケースの積み重ねから必要な支援を施策

に反映していけばいし立感じた。

20 継続したぶれない取り組みを実践してしも姿勢が大変勉強になった。 市区町村

21 
継続的な活動のためには基本方針をブレずに持ち続けること、仲間を増やしてし、くこと

市区町村
が大切だとし、うことを、全体を通して感じた。

22 好事例で、良かった。時聞が短い。 3事例で、良かったので、はないか? 市区町村

23 様々な活動がとても参考になった。 市区町村
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No lí~も印象に掛ったこと 立場

24 
菌難ケースの対誌にばかり追われているが、部指的ケアをきちんと考えていくことが関

難ケースを少なくしてして道なのかなと感じたα

mlふ際j約

それぞれの地域で、隷々な患り毅みが潜められていること。それらiこ関わってし市人々

25 が、そ臨れなぞ気れ持認ちを知も症っのて人臨やん家で族、い、る地こ竣と。で暮らす f縄問匂忽 どうすれば支えられるかとし、 市区町村

う端

26 それぞれの地域の人のつながりがとてもスム…ズだι患った。 市区lllr村

-!ili1.成金融の活用や認知症サポ…タ…役、いかに地壊の力として語足してし、くかなど、

27 具体的な事例カミら学んだ。 rtit{Plr村

-苦言托包括の事{珂が多く、自分の自治体に盤ね合わせることが出来た。

2289jj地培域法性ケア誌のの重立要識性のおふ缶括職員の熱心さ、それを作る行政の環境づくりの盛要性。

市IKIIIH寸

i行1;><]ltT1寸

地域の自主活動について(鎌倉市〉。我が市でもこのようなム}ブメントが起ニるしかけを

30 考えていきたい。 市j玄関T村

まずはやってみる!し、い。

31 地域の事博に合わせた地選な取り離みをしっかり継続的にftっていることに感激した。 市区町村

32 地域の取り組みを市町村職員が把握して理解している所。 市IRI町村

地域への課舗の投げかけから始まり、自指すピジョンに舟けて様々なイベントやネッi、ヮ

33 
ークを構築してしてブロセスがどの市においてもしっかりと、それもじっくりと時間をかけ

市庇町村田
て糠られていたοその実動部隊はいずれも地域の多様な人議、地域iこ限っているカの

存在をまざまざと見せつけられた。

34 とにかくやってみる、が結巣的に成果につながってし略報告が多く見られた。 市i在許可卒、f

35 
どの発表も良かったのだが、今の私共の状況と蹴み、とれなら取り入れることが出来そう

市長王町村
だと患ったのは鎌倉市のケースだった。

36 どの自治体も印象に残った。 市誌町村

37 
認知書長 、うと、どうしても認知症の読点からしかとらえられないが、今日の掠畿では

市広町村
様々な椀点、から敢り組みをしていることが印象的であった。

38 闘概・視点がぶれなし、こと。 市区町村

-サービス事業者をメンバーとして活動していること

39 -自主サークルの支援として市民のカを活かすこと 地境包括

-ブ*ーマ/レな機関(HC-市・祉協・陵師金など)の連携が{可より必饗

40 
宇都宮市・山鹿市の活動は、これから取り組もうとしている地域にとって“やれそう"なと

地域包話
ントをたくさんもらった発表だった。

41 苧者E宮子告のf私の気持ちシートJ、鎌倉市の「かかりつけ医マップJo 地域包括

42 
事都宮市の敦り経みを欝いて、とても勉強になった。同じ包括の場からみてプレッシ

地域缶詰
ャーを感じる。

43 顔の見える関保からf協{議出来る爵保Jo 地域部結

44 活動場所にとらわれない。鎌倉市の市喪主体の自主グノレ}ブが印象に残った。 地域包括

45 鎌倉市「青空サロンJ 地域旬間

46 鎌倉市の地域伯捕支援センターと民生委員等との活動。 地域位階

47 鎌倉では住民自身が元気にしようと取り組んでいて紫購らしいと患った。

48 岸和田市の発授を開き、きっかけを見過ご、さなし亡との大知さを改めて感じた。

49 行政2ちの格競を感じた。

50 熊本県の将来的iこ泣施設のいらない町づくりの発搬に驚いた。
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No 最も時象に残ったこと 立場

住民の人が発表iこ出てきたのが需象的だった。

住E誌の人の安心感詰大きいと患う。

出麗市の裁実で堅実な取り組み、
51 国 l地域包括

(永田さんが資料 p.7で?競韻竣J~こついて語っていた。
52 

議で行敬語当者の一部に?これはクチの仕事ではなしリと発言する人がし

;意識が{去にもどかしさを感じている。〉

531様々な建壌て合々な制組みが色々な工夫でされているところが印象的だった。

i議々な報告事伊uを開き、まず出来る事から始めてみる事が重要と感じたc

541 i照時iこ私達にとっても大きな競最重である医療連携の取り組みが参考になった。

日 113主活動しているサロン。出棺開放などの燕?慢があまりなかったから新鮮だった。

…;認知症サポータ}、ステップアッブ研修

… i産会主グノレープなど、地域の人の活動が一番議室繋だということが分かったと需特に、行設

内のパックアップロも大切というのも分かった。

実践的な話でどの報告もとでも印象的だった。諮々の業務iこ追われ、生組み作りがお

571ろそかになってしもと思っていたが、それ辻本の苦言い訳であって、 7出来ることからはじ

めてみて下さしリとしち言葉が印象に残った。

闘分が担2きしている地壌をまず知ることが必要で、その揺る方法を検討してし、くことから

始めることが第一歩ではなし、かと感じた。文、サボ…タ…養成講をどの地域でも積極
581 :::: 山 |地域包括

‘、て、その後のフォローアップ・活用を上手iこしていることが地域支援の

60それぞれ特金がありすご、いとJ患ったが、鎌倉は行政主導でなし

61:体制づくりに諸角的えよ朽設や地域住民がたくさんいて諜ましし

62 地域づくりはプロセスが大事とのこと。探く実感した0

831建議とのつながりを断たない支援が必要。

立思った。

地譲起括

地域包控

地域包語

地域包語

地壌包語

地域起話641地域の取り組みが陪じではなく、色々な地域性を活かしてし

65地方の人瀧の協力体制が存権しやすい事。ボランティア、

}ク等のっくりは、個人情報の鯛制や権利意識の鵠題としてまとめ

sosのネットヲ
i地域包括

、現状がある。

66 出来ることから始める。

出来ることからやってしてG

67 
l ころから始まっているんだ、

681独特な活動、皆すばらしい。まんぷく会はとても楽しそうだった。

都道府県職員が主寵でも認知痕地議文護{本製は中々進まないことが分かった。

691民間業者、地域包括支援センタ…が定で行う事辻難しいと患う。でも、

な。

ニ次予防教室{修了者の違える揚があればと再認議した。“イ留別支援と地域文援は問じ
701 

ライン上;こしも"ということ。

?11蕗知症になった入が生民として普通に過ごせる場所づくり

¥てみること

ンの分かりゃすさと告企を感じた。この自治体の住民の皆は幸福だと患っ
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No 最も印象に撲ったこと 立場

-認知症の人を企て同じように支援するのではなく、韓入・地域ぷ特北して集中して行

74 
フ。

-行政発{震ではなく、包括からの自然指生である活動の宇都富の結が印象に残札参

考iこしたいと，患った。

75 
思探傘理;舎をしつこく探究し続けること。自分の街に必要なことを地求してし、くこと、とい

う山般市の姿勢に気づかされることが多くあった。

76 
予算や参加者がいるかーなどなど、心富三ばかりして蕗み出せyない事が多かったのだ

!:tT.城伯J舌
が、今問参加して 11タ守メモトで、やってみる事の大顎さ11 を学v、第気をもらった。

77 
迎艇は大きな事をしなければと考えず、できる所から連携舎は乙めていくことが大顎品、

地域全』括
うが分かつてよかった。

78 “i'lf!j議"を自分の足と患で感じること。 介護サービス

-日々の答らしの議々な場回でf支えjになってくれる「人Jがいること。
79 -若年~少数だからこそ髄別で出来ることがある。 介護サービス

-広報で募集した…殺前読者巻き込む→サボ}トリーダー

80 
l~t空サロンの報告。アウトドアというところ〈霊祭い中でも集まった〉が新しいシニアらしくて

介護サービス | 
いいなと思った。個性的でローカルでアバウト、無識がなくていい。

81 インフォーマノレサーピスの展開 ゴト護サービス

1|8823宇司中都宮での車り組みの認知症両齢者「等」の心意気だろうかロ 介護サービス

のやよいの金の活動。個人でもここまで出来るんだな、と本当に感動した。一人で
介護サービス

スタートして発壊している。本当に地域に担ざ、した活動でとてもステキだった。

84 自主活動を行政が支えてくれたこと。ゃったことを計画として上げて、続けてし、くこと。 介護サービス

85 
自分の地域で認知痕に対しての取り組み等がほとんど関こえてこなしゅ喝、他地域がこ

介説サ…ピス
こまで取り組んでいる事に驚いた。

86 
生活してきた地域で最期まで生きてして為に、一番その入を知りうる諮域がその入を助

介護サ…ピス
けていこうとしづ括動と、実際に動いている地域がこんなにあることが印象的だった。

専門堅iこなかなかかかってもらえない、このままでは病状が延長んでしまうのでは会いの

87 か…、と地方でiままだまだ認知症に対する医師の認識が薄いから行政の鵠きを期待し 介護サザス

たい。

88 地域活動の大切さを惑じたc 介髄サービス

89 
まだまだ、関係者に限られた諾動かなと感じた。認知症対策はもっともっと多くの人遣の

介髄サービス
関与が!日、襲。

山腕市の佐藤氏の言葉、「地械の中で認、知症の人が地域住民として普通に過ごせる場

90 将来的にはまち全体が生活の場、施設のない町づくりを倍揺しているj力強し 介機サービス

議。

91 嫌倉の発表がとても素数だった。 謀議関係者

92 地域作り屡罷の 3つの要点 既裁関係者

93 
器、知症の患者を支えるために議々な話番が行われていることを知り、とても勉強になっ

阪療関係者
た。

94 
まだまだ白地域の資源に臨が履いていなし注実感した。もう少し広い援野と考え方で物

医摸関係者
事を考えていきたい。

出鹿市の取り組み「施設がいらない町へJr地域で支えるj。私は認知症疾態器療セン

ターのある病撲にて勤務している。日々、重度の都知症の人達のケアを行っているが、

95 f撞設のいらないIllTIこしていきたしリという取り組みにとても感銘を受けた。て間も撚機1明構者ら」しζ 塁療擦係者

て住み潰れた場所払入とのやで出来るだけ艶く生活していけることはと い

と思う。
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最も印象広務ったこと

98育指サロンの取り組みのきっかけ

971臨分の割と足を使って地域を知ることの大切さ

981 

-異種偉業種のグツレーブ。が諸走しなし

事取り組みのプロセスが大事→考える

・字器富市の、地区ごとに独自

.持談窓口の議患広報→相談件数が噛加した。

、ること。

99各主患の仔童文が認知痘支護のために繍機的に動いていることがよく分かった。

それぞれの地域の話動がすごいと患ったが、やはり行政が力を入れない
100 

患った。

l 出鹿市の事部。埠域で本人と家焼、地域住民が共に住める町づくりの自
101 

進めている事。

社協

社協

1021 

・ボトムアップ。してして、あるいはネットワークを強くしてし、く。様々な取り組みがパ…スベ

クティブにみられたのは設かった。一方、踏み込んで考えてみると、ャ恥CJ-'>'中 CJ-'>'加-7'"山

必要も強く感じた。

|その他

Z セミナ…に参加して、自地域の認知症地域支援体制づくりの取持豆みについて、

自身の見方や考え方に変化があったか?

草分 人数

新たな見方や考え方を見つ
56 

けた

変わらないが、方向性の確
46 

認や方策の補強ができた

持iこ変イじはない 3 

その他 4 

米自答 5 

計 114 

見方や考え方が変北した内饗

N口114

% 

49.1話

40.4詫

2.6覧

3.5誌

4.4弘

100.0弘

その他， 3.5免

特に変化は

ない， 2.6%

変わらない

が、方向性の

磁露や方葉

の措強ができ

た 40.4%

No 見方や考え方が変化した内容

1 
言らが考え動く、自

2 
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来回答.4.4%

新たな5芝方

つけた，絡がも

立場

都道府県

た J 都道府県



No 見方や考え方が変化した内容 立場

-地域はそれぞれの現状が迅う中で、その地域にあった事:業を展開してし、くためには、

{iiJが必要かを改めて感じた。

4 ・地域での支え合い、医療機関の協力をどのようにしたら得られるか等、自分の町と照
市区11町村

らし合わせて聞いていた。

5 関係機関との連携を構築していくこと。まずは実態把握から。 市区町村

6岸和田市の発表であった“まずやってみて"計画にのせる、という発想が自分に足りな

かったなと気づいた。
市区l町村

7行政として、後方支援の立ち位置でいる事。 市þ(mr~:、J"

8行政として地域が活動しやすい環境をつくることが大切。 市J2<Jllr村

9行政としての回収.と具体策の明確化拠点(推進の)をしっかり置く事(事務職の関わり)。 rlil~町村

行政はイベントを一つ開いて安心する。受けた市民はそれを見ても正直意味が分から

ないと感じているはず。全ては地域への問題提起から始まる。そのフ。ロセスが大事なの

10 で、あって、課題を市民が、地域が理解していないまま、独りよがりに動いても轡かない 市15(川村

し、続かない。まずは課題・問題を地域に投げかけてみる。現状を伝えた後、協力者を

見つけ、輸を広げる。

11 
山鹿市の話を聞き、やはり何を目指していきたし、か?とし、うビジョンを持つ・明確にして

市区町村
して必要があると思った。

12 
グループ。ホームや小規模多機能などの拠点を認知症対策の拠点にする、など様々な

市区町村
工夫があった。

13 現行の事・業を結びつけていく展開方法についての考えが生まれた。 市区町村

所属の今現在やってしも事業を点ではなく、上手く結びつけていくと、点が線に、線が

14 面にと広がり、つながってし、く様な気がして、バラバラなのがもったいなく感じた。縦割り 市区|町村

の弊害だろうか。

15 積極的に地域のことを考えたいと思った。 市IDIIJ村

16 
-地域支援推進員の役割を明確にしたい。

市区町村
-包括と地域関係者とのつながり強化

17 地域独自の創意工夫 市区町村

18 地域の資源を知ること、そしてまずはやってみること、気持ちを新たにした。 市区町村

地域包括支援センターが中心となって地域との関係づ、くりをしている地域がほとんどだ

19 ったから、行政主導ではなく、地域包括支援センターを中心に行政がバックアップ。して 市区町村

体制づくりをすすめていくのが良いのではなし、かとしづ見方が出来た。

20 
出来ることから lつ lつ積み上げながら、それらを体系的に進める。地域の中には支え

市区町村
る力がある。ど、うコーデ、ィネートするかが大切。

21 出来ることからすすめていく。行政~横のつながり。 市区町村

22 認知症サポーターをより「サポーターJとしていく取り組み。 市区町村

認知症地域支援体制づくりについて、まだ模索してしも状況。現在活動している内容

23 は充分で、はないにしても、それなりにやっているのだ、が、まとまっていないことの認識が 市区町村

出来た。

24 
認知症の人や地域のために何かしたいと思っている人はたくさんいる。市が見えてな

市区町村
い活動や、人の思いを現場に行って拾いたいと思った。

25 本市の取り組みはまだまだ課題だらけた、。整理して今後につなげたいと考えている。 市区町村

26 自らの市町村の資源探し 市区町村

27 目標・理念をしっかり持つこと。忙しいが職場内で話し合いの機会がほしいと思う。 市区町村
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No 見方や考え方が変化した内容 立場

やはり、個別事例を大切にしていくことが全体のネットワーク構築につながってしてのだ

28 とし、う事が実感出来た。地域の人達とのコミュニケーションの機会をもっと増やす必要 市区町村

があると感じた。

29 
平成 23年度介護予防事業に参加していた人を、平成 24年度はサポートする側の立

地域包括
場にし、住民の中のつながりサポート体制をつくろうか-と考えた。

30 
新しいこと・会を設けることなく、既存の会議体を活用することで認知症に特化しない地

地域包括
域支援づくりが行える。

委託をされている包括としては、行政からの発信で全市で同じように取り組みをしなけ

31 ればならないと，思っていた。そうでないと市民の方から不満があるのではと恐れてい 地域包括

た。

32 居場所づくりや地域ケア会議の運営、参考になった。 地域包括

33 
今現在、二次予防事業の人達からの要望に応えて、体操教室の開催を準備している。

地域包括
鎌倉の活動が参考になった。

34 思いきってやってみれば道が見つかるとしづ気持ちで、やっていこうと思った。 地域包括

35 介護予防・二次予防の卒業生の対応に困っていたが、やってみる! 地域包括

36 変えていきたいが、一包括職員としては何も出来ないと思った。 地域包括

37 顔の見える関係→協働の関係へ実践していきたい。 地域包括

38 岸和田市の具体的な方法が分かりゃすく、これならl出来るカも!と思った。 地域包括

岸和田市の報告から、若年性認知症の人と家族を支える方法として、自由でゆるやか

39 で暖かな支援の方法を知ることが出来た。型にはまらないように頭の切り替えが出来 地域包括

た。

40 行政の役割を感じた。 地域包括

41 行政を巻き込まないと難しいことを再確認した。 地域包括

42 現場の声(鎌倉市)が聞けてとても良かった。 地域包括

43 
講座(インプット)→活動(アウトフ。ツト)

地域包括
インプットした知識・情報をもとに活動につなげてして。

44 地道に活動を続ける事が大切だと改めて認識した。 地域包括

45 
若年性認知症の人の支援の難しさを感じていた。岸和田市の発表を聞いて、「とりあえ

地域包括
ずやってみよう」に心が揺れた。歩こう会が楽しそう。

46 相談出来る人には積極的に話していこうと思う。 地域包括

体制を整える形にこだわらず、出来るところからやってして。矢j宰民生委員のやってみ

47 て問題があればその中で解決する、やってみれば協力者もいるとしづ言葉が力強かっ 地域包括

た。

48 
地域住民との交流機会が少なすぎるから特に取り組みたい。 2次予防終了者を活かす

地域包括
とし、うアイデ、ィアも素晴らしし、から取り入れたい。

49 地域の実態の把握方法。企画の段階から多くの関係者を巻き込んでいる。 地域包括

50 地域の取り組みについて再度考える。 地域包括

51 
地域包括ケアシステムを、認知症を切り口に取り組みたいと考えていた。多くのヒントを

地域包括
もらい、早速活用させてもらう。

52 
どのようなことに関しても個別対応していき、その人が持っているネットワークを大事に

地域包括
してし、くこと。

53 
認知症の人と家族との交流。家族た、け参加してもらうことが家族支援との考えがあっ

地域包括
た。 l人の認知症の人に数名のサポーター
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No 晃方や考え方が変化した内都 立場

何を自指して行うのかを嬰隷立し、きちっとした環愈を掲げれば既存のネットワーク・組

54 
織・住民活動で充分良い認知症地域支按が可能かと，思う。嫌倉市のように行政と包

地域包括
括、医師会などのプロが生誌の中へ飛び込み、…体感を持って本気で、行わなければ

いけ企いと感じる。

55 方針をしっかりとプロセスも大切に 地域包括

56 本人・家腕を中心とした地域での支え合いを強記していく事が必要である事を感じた。 地域包括

57 照山腕穂、市ンrの資“ト料事に業も1あったよう 動ける認知症の入への対・策が必要と患う。鎌倉市で
4簡所受け入れ開始予定iこ驚いた。

地域包侶

58 l!I!~;や継続していくための捗考になった。 地域組拍

59 地域の力、継続は)J、最初の…捗。 介護サービス | 

60 
個人でも出来ること、法人として出来ること、今はまだ其捧的iこ法浮か託金いが{中関を

介鵠サービス
増やすことが本当に大切だと感じている。

自分の地域でも何かやっているのかもしれず、J1;.報や案内が不充分で認知疫が低い

61 のかも。自ら情報を集めたり、自分の事業所だけの活動に終わらず、強方に協力しても 介鶏サ'c.A 

らうよう「しかけjを考えたい。

62 
自包括支援センターにもっと働きかけ、協力してやっていけたらいいのではなし鴻ミと思

介鰻サゼス
つ。

63 諮在的認知症及びその家族への支援の必要性が大 弁護サ・ピス

64 地域の人との関わりの中から信頼関係につなげ、助け合いの環境iこしていきたい。 介言要サ ・ピス

毎包毎日の生活;こ生じる“不自由"に、一緒にやってくれる人というレベルの文接はど

65 うしたらよいのか。 特別のことではないのに一番難しし、かもしれないが、これ議?なんとか 介錯サ…どス

しないと・・と惑じた。

66 町づくり、地竣づくり、告主活動、出来るところから 弁護サービス

67 
問題意識を持っている者が、積樺的iこ司王を挙げて取り組bことが必要であること。ま

介護サービス
た、地域記載ざしたスタイル告と繋くとしもうこι

68 
来年境、検齢者住者が近隣投慌のむやでサロンづくりな検討している。力の入った取り

介護サービス
組みが参考になった。

69 
地域における認知盛の本人や家接が描えている問題に耳を領けて、地域支援を模索

医療関係者
してしてこと。

70 
民生委員の人の活鱒告と矢おることが出来た。認知症の患者を支えるため、協力していき

医療関係者
たい。

71 個別支援の賂長上立地域づくりがある。 祉協

72 まず地域の実態に簡を向ける。その仁ゃから品要なことを見つける。 社協

交流会を、町間市という地域全f本に展開することも境野立入れたい。※fつながりの場J

73 を今は意識的に作ること。 7町匝・つながりの翼JO)理念:語、知症になっても安心して暮 家族会

らせる町づくり

74 
器、知症予防について、市民の関心が強いとし、うことが確認出来、信分遣の爵指すこと

に自信がついた。

75 初めてだから情報収集が主。 市民

噛長倉での民生委員の自主的自発的活動には感銘を受けた。

76 .WJ鹿市のサポートリーダー養成講座のような取り組みで金縛の競上げがお饗だ、と感じ その他

た。
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3.報告を聴いて、白地域の今後の地域支援体制づ、くりに活かせることがあったか?

N=114 

区分 人数 % 

具体的にあった 39 34.2% 

特にはなかっ
Tこ， 3.5%

参考になる点やアイデア、ヒ
64 56.1% 

ントが見つかった

特にはなかった 4 3.5% 参考になる点
やアイデア、

ヒントが見つ
かった， 56.1%

未回答 7 6.1% 

言十 114 100.0% 

白地域の今後の地域支援体制づくりに活かせること

No 今後の地域支援体制づくりに活かせること

l岸和田からの報告。まず動いて実績を作り、最後に計画に落とし込む。担当者が変わっ

ても施策としての継続性を保つ、大事なことだと思った。

2まずは今我々の地域でしていることを、関係スタッフが共有することから力が産まれるの

だと思う。

3 ・住民の人との協働について

-サポークーの人の今後の活躍について

4 ・民生委員とのつながりに会議を活用、今後に活かしたい。

-高齢者世帯、一人暮らし、障害家族世帯など、応援帳の活用

51~C:~ネットワークのメール配信。本市においては既に行っていることだが、さらに一歩踏
み込んだ形で「希望者には顔写真付きで配信」とし、うような取り組みをしたい。

6委員への資料の提示方法等

医療分野との連携、今後の認知症施策の方向性、自分たちの取り組みが今どこにある

7のか…の立ち位置が理解出来た。また、一歩一歩進めてして重要性を感じられた。

8 介護予防教室、場所のヒント

9 各区の認知症事業担当者を集めて、各区の取り組みを発表したり、工夫を見つけてもら

う、刺激を受け合う…というような機会をつくること。

10 既存の活動を見直してみようと思った。出来ることから始めると良いと思った。

11 
若年性認知症に対しての支援が出来ていなし、。何か少しでも、ひとつでも出来ればと思

った。

12 地域ごとの会議の重要性。地域住民の自主活動。

13 
地域の主体性を大切にし、やらされ感の無い、地域がやれる範囲で無理のない範囲で

体制づくりを進めていくことの大切さ。

14 認知症サポークーの活用、ステップ。アッフ。

15 認知症サポークーの次の研修を考えていたから良かった。

16 
勉強会計、うのではなく、地域の人達の参加型で、ざっくばらんにやっていくのも良いので

はと思った。

17 包括が日々感じていることを聞く場面が足りない。増やしたいと思った。
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具体的にあっ

Tこ， 34.2%

立場

都道府県

都道府県

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村



No 今後の地域支援体制づくりに活かせること 立場

18 包括が連携している人造へのサボーター養成講座の開催。 市区11町村

19 ボランティア、地域の活動 市区町村

20 
本市は都市型であり、今回紹介してもらった事例をそのまま導入することは出来ないが、

市区町村
今後のヒントをもらったように思う。

21 まずは地域ケア会議で提案をしていきたいと思う。 市区町村

22 
まだまだやれてないことが沢山あると思った。今やれることを探すことから始めてみたいと

市区町村
思う。

23 
民生委員の人や地域の人の力がなくては実現しないことがたくさんあると忠弘地域をよ

市区IlI r~寸
く矢口り、よく会話していくことがまず大切だと思ったo

24 もうちょっと再-考したいと思う。 [111メ:町村

25 
やはり、厚生労働省の粋だ、けでなく、ソーシャル・ネットワークなど他事業施策を活用し

dil式川町村
た取り組みや高齢者の犯罪対策など総合支援の重要性を感じた。

26 認知症「かかりつけマップ，Jの存在。また、公園で開催出来る事に驚いた。 l也j成包荊

27 l人 1人に向き合うことの大切さを再確認出来た。 i也j成包括

28 古-空サロン。会場がなくても、どこでも OK。 地J成包括

29 
今更ながら地域の実態を具体的に把握し、整理し、住民・関係者に示し、取り組みにつ

地域包括
いて相談すること。

30 
色々な人が、何ができるのか、とし、う思いを持っていることが分かった。色々な人と出会

地域包括
い話すことで、その人・地域で出来ることを形に出来る。

31 岸和田市の発表がすすめ方とし、う点で、具体的だ、った。 地域包括

32 
現在行っている地域で、のサロン活動など、今やってしも活動をつなげて、地域支援を強

地域包括
化してして事が必要だと感じた。

33 交流の場に行くと頭も身体も活性化される!家にいても話し相手は限られている。 地域包括

34 
これまで以上の横のつながりを拡大するために、地域の関係者を集めた会識をしている

地域包括
事。

35 
困難ケースや予防給付に追われる日々だが、もっと地域に入って求められていることを

地域包括
形にして進めていきたい。

36 サロン立ち上げについて 地域包括

37 市区町村職員がしっかりしていると、方向性が見えて相談しやすいと思った。 地域包括

38 自分に出来る事を地域の声を聞いてやってみる、とし、う事を始めてみようと思った。 地域包括

39 たくさんあった。資料にマーカーをひいた部分が多々ある。 地域包括

40 
担当地区の特性や住民意識を見直し、課題を明らかにしていなかったため、支援体制

地域包括
づくりが上手くいっていなかったことを反省した。

41 
地域ケア会議、サポーター養成講座、住民の活動との連動をうまくやってし1くことが有効

地域包括
と感じた。

42 地域住民のキーパーソンを見つけると、鎌倉市のような取り組みが叶うと思った。 地域包括

43 
地域性があるから全て真似をして上手くいくとは思えないが、一番いいのは住民主導で

地域包括
住民の中から声があがるのが理想だ、と思った。

44 地域や関係機関との連携のヒントが得られた。 地域包括

45 どこに 1歩踏み出すか混乱の状態。大阪・鎌倉の取り組みは参考となった。 地域包括

46 とりあえずやってみようとしづ気持ちによってはじまっていくこと。 地域包括

47 認知症サボーター養成、ステッフ。アッフ。研修、サポートリーダーの育成 地域包括

48 認知症高齢者等対策会議の設置 地域包括
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;Noi 今後の地域支援体制づくりに活かせること

1491認知症サボーターの活用など

つながっている、 地騒iこおとす→地域差搭ケア

、一→モデソレ事業の活用。お金がなくても出来ることはある。しかけづくりの重饗|

裁経iこ始められる事から活動してし

541顔を見て缶える。

i専問議、
551 

、ったこ層の研修ではなく、一緒は学ぶことで連携の基

1;2ドも咋る。

J61何かしなければと思うが、具体的には浮かんでこなし、。

認知症サポータ一義成が「設け身jになってしまうと、地譲の入選の意識の向上につな

57がらない事を感じた。地域アセスメントの重要さを惑じた。

もどんどん企画したい。

広く思うと大変だし蕪理と思うが、最初は緯人的な、身近なところから始めればよいのか
581 

なと4患った。

591深く考えすぎず、簡単なことからまず泣持めるということ。

民生委員など、また、インブ太一マノレな関わりが必要だと思った。

、てみる事cそれからでもいいのかもしれない。動く事で協力体制の系をつな

いでいけれ廷と患う。

結論を出さない。悩みをはき出すだ汁吋解決のきっか汁になる→童文り組む

641プロセスが大事

サボ…タ…議成研修→その後のフォローアッブ経{皆、サボーターの受けlIll.など要検討

「ふれあいサロンj立ち上げを含め、

303 

;介護サービス

介護サービス

介護サービス

介護サービス

介護サービス

医療関係者



生参加しての感想、白地域での取り組み

感想

No 感:関

市野村、地壌包括支援センターにおいては総合祁談+虐待対搭等に注意が向いてい

て、認、知産地域支援体制への取り組みにはインセンティブ清まないと{又誌少ない〉と考え

lているところが多く、蒸としても機構的に取り組みを増やしてもらわないといけないと強く

感じている。態でも今後、セ行ミ教ナ b な機会に訴えていきたい。本日は鎚強iこな
った。スタッフの皆、良し t.~威草加

4!悲誌の取り組みを務き、どの地域もそれぞれ特急があり参考になった。また、どの地域

にも共通していたのは、地域を中心とした取り組みだ、ったから、その点を今後の私速の

2 自治体の体総づくりに活かしていければ臭いなと思った。また、地域包括との関係もさ

ちんと作っていかないといけないと患った。

研修に参加すると岳分の仁やでも地i誌をfこうしたい!Jというイメージや事業のアイヂアが

31 r'乎かぶのだ、が、職場iこ震ると日々の業務iこ忙殺されてしまい、全く進まないのがとても

残念:。

4このような形で出来ていることを確認することは大切と感じた。

今後とも継続して欲しい。特に霞療との連携〈産部・訪顕著護法議点課題として取り上げ

5て欲しい。医師から見た「地域での取り組みjを知りたいし、同じテーブノレはつく働きかけ

を後押し願う。

指針を常に持ちながら、その理想、を語り合う仲間を増やしながら現場に行寺、 l人の繭

6齢者のその人の生活を考えることが地域の今を搾ることiこなると感じた。大変勉強にな

った。

? 自分にもイ可か出来そうだ、と思える研修だった。

8事例等を開くことの大切さを痛感した。

9地域で、活動している人から生のF討を聞けたのがとても識かったと患う{謙倉市〉。

10 
時間童三分が悪く、質経応答の時間が少なくて残念:。最後の 10分は発表者の言葉を笥く

のではなく、震疑に題した方が良かったのでは…。

地域の中iこ色々争点はみえるが、持政がどのように関わって、簡にしていくか…いつも

11 考えているが、地域設や告揺のやる気や力などから、どうしていったらいし噴出悩んでい

る。

地域の人が擦を見せてくれ、このセフ…自体、みんなで、考え作っていく…という姿がみ
12 

えて長かった。

13 
どの地域も、信指3支援センターがとても力を入れて活動しているから素晴らしいと患っ

た。

どのようι具体的に接関していくべきか?とa諮んでいたが、現在の段階でも取り組bこと

14 が可備なヌァj訟を知ることができ、参加して長かった。地力・地域カを引き出すよう

りたい。

認、知般地域文機体制の普及のヒントを得ただけでなく、今後、打政職として常lこ持って

15 
おくべき視点・ヒントを得ることが出来た。非常に存意義主セミナ…だった。.，..，..

機々なヒントを活かし、いずれは本市の取り組みがこのセミナ…で発表出来るよう頑張つ

ていきたし叱思う。

16 非常に有意義であった。

鶴題、研修やセミナーに参加するたびに心が熱くなる。イ可が不思していて、イ可が求めら

れているのかアンテナを広くはり、感じ、実行していきたい。
一

害意義な持曹に感謝。職場内へ持ち帰り、日間ふ回品 立てもらう。

19 来年度、構場事業に取り組むにあたって良いヒントが得られた。
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1 No 
H一一

-永臣先生法二めスタッフの入、

201・今後ともお互いに頭犠っていきたし'0
・人のつながりが大切と実感出来た。

211今行っている小さな取り組みの積み議ねで瑛譲ってし

i家接介護者や地域の人も含めたネットワ…クの難しささど建議してし
221 

!をもう一度思い返しながら、今後に活かしていきたい。

231鍋倉市の報告はとても分かりやすかったc

|行政の人も、地域の認知症ケアについて本支で考えてくれてし
241 ヤ

ペコiこ。

l具体的な活動、特に住民の人の活動iまとても参考になった。
251 

|し活かで認知症の地域ケアは違ってくるc討すへ犠きかけをしていきたい。

261時間・場所・発表者、いずれの選定も大変長かった。

27 

31 

32 

331とても長し

保棲き車窓 1入で、あり、不安だった。患い切ってやってみる!

またこちらのセミナーに参加したいc

、ることが多くあると患った。

地域の人の力を開発・支援する事の意味や役割が

¥る人遠からパワーをもらえたc

341どの地壌の恥超みも讃晴らしく、

立場

地域包揺

地域包括

地域包括

地域包括

地域包括

地域位指

地譲告接

地譲起諮

地域包括

地域信話

j どの人も素場らしかった。
351 

芦ぎのトーンが聞きやすく、分かりゃ j

;地域包括
iすかった。

361なかなか話を間く機会がないから、

今耳支り経んでいるから、探り返りながら聞くことが出来た。

したいと患弘警察との連携に悩んでいる(関部薄い)。

371支援推進員研修で受けた「家族支援」

いて、長応も良い。ホッとメッセージブ。ラス寸劇で「大笑いj

地譲支援は大変だが楽しい。

8i認知盛ケアをチームで育てる研修プログラムを参黙したい。

認知症サポート支援はとても難しし、こと。今わ世の

391 ~こ、地人への気遣いは余裕がなし古出来ない。

ていること。現実は難しい・。

制措支援センター職員として、各地区の包括の現状が違う。

401い為、予防給付におわれているのが現、札行政より3議種り役割を求められている。

問のセミナーを受け、本来の役艶をしたいと患った。

日の内容を低違研笹したいと患った。そして明日
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No 感想

I 45 
やりたし 企罷・アイデアはあるが、他にやることがあり、出来ないのが辻が中いc本

iまも住民と一体となって認知症等、高齢者などの支援に取り組んでいきたいc

46 fまず小さいネットワークからJr一人からj小品、結果の積み重ねが重要だと感じた。

介護サービスの手当患では譲祉は成り立たなくなっ蜘てきていて、地域で高齢者が支え合

47 
う、という気持ちと動きが必要。私の勤めるヂイサ…ピスでは、本当は法樟ではアウトだ

が、これしなきゃこの人死ん乙ゃうよね、というスタンスで寄り添って一緒に過ごすこと、 f調
を大事にしている。地域に広がればと，患いつつ…

48 
介融保険以外のことに自をi却することが出来た。小さなことから始めることが出来ることが

分かった。

49 
行政・地域・住民と横々な立場で話してもらったが、やはり誌の力を改めて心強く感じ

た。

50 若年性の認知症のセミナーがもっとあったらいいなと患う。

入ってスデキだなと思った。介融と宥説、医療と福祉、連携、 、つまでこれが続

51 くのだろうか。でも、少しずつ変才つっていっている気がする。 ?真ん中においてし

っかり考えてし憎た、と思うc

52 とても勉強になった。

53 
他地域の活発な散り組みに震が下がるc私は疾患センタ…だが、センターからも軒か窓

り組みを発f露出来るようは頭張りたい。

54 参加して設かった。

55 
やよいの会の取り組み辻、錨入でしていることに感銘した。岳山に 1対 lで話せるのはと

てもit;、がイ木まると，思った。

f介鍛予防jと「介能サービス(ケア)J、あるいはそれW-¥殺の生活領域とか、どう連携して

56 いくのかもう少し実態が知りたいと患った。視覚{寄報として DVDがもう少し有効に使われ

ても員、ι患う。

臨纏域での取り組み

No 内都

f町時事つながりの顎」主濯で“認知捜本人と介護家族者の交流会"を昨年4月より隅R
iこ実撞。カラオケ、おしゃべり、読しそうめん、もちつき、散策…イベント企画しながら。ニ

:場

地域訟指

介縫子ナ 、ピ

介護サービス

介施サービス

介ii出サービス

介護サービス

介護サービス

医療嬰係者

震療i翠係者

市民

市民

その他

11の4月は本人 13名、介護家接 14名、サポーター18名の 45名参加。“本人と芸家挟が共|家族会

に過ごせる時期に"を合言言葉iこしている。もっと広く伝え、参加者を増し、将来は地域位

括支援センター単位でこの敢り総みが出来ればと思う。
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5-3)神戸会場アンケート結果(N=110)

参加者 138ノ、

田坂数 110人

語ij又率 79.7% 

アンケート毘答者の立場

人数 % 

i都道府県 己 5.5話

|市区町村 35 31.8弘

|地域包括 44 40.0弘

介護サービス 13 11.8% 

塁療関f系者 合 8.2% 

社協 3 2.7% 

家族会 。| 0.0弘

NPO法人 。 0.0弘

(地域イ住民の立場) G 0.0覧

その他 G 0.0覧

110 100.0毘

村

』
町

員

剤

一
一
職
泣

39.6% 
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1.セミナ}に参加して最も印象に残ったこと

No 最も印象に接ったこと 立場

l社協さんの熱心さ。講師としてお招きしたい。 都江主主丹'g"~欣

2 
丹波市の取り組み事例について、蝦期間に着実に積み上げてこられたことが浮象的だ

県
った。

345II兵な兵富い庫庫士と県県宮思のの市っ先取町た進り尭。組的査みなを取聞りき組、みいかに地域力を上げ砂を地域に持ち帰って考えないといけ

合1主対立i1す汚ミ

都道府県

お~\i誼J訂以

6本人、家族の戸、個から築関 t1\mJi~f リiL

?・丹・波市の医療との迎f1!;について。潟市では霞捺との連携はできていなし立高感。

. "芸士宮市と人口規模は同じなので、俳梱ノレールについて
dilメ:111)守守

81
s互掠、介護、福社、本人、家腕、地域など、本人をとりまく全ての環境を見ること

をとることに大き在意味があると思、ったo

市沢町村

9インフォーマノレも舎めたネットワ}ク講築の大切さ 市豆町村

10 
オレンジリング、懇知症サボーターはあるものの、…般椅齢者への理解のためのシルパ

市区町村
ーサボーダー、ゴーノレドサボーターがあることさと知った。

11 各市からの報告 市区町村

12 各彊ネットワークのできていることを知った。 市区町村

13 
行政が引っ主強体つ的w 、く。行政の一方的な思いだけでなく、地域生民の方が謹む地域に

なるた吟、 lこ考え、やれることをやることの大切さ、生民のカを感じた。
市区IIITH

14 
穏完IJ支援と地域支援をどう掠で結ぶか、そのために行政がすべきことは河か、とし、うこ

と。

15 市民活動の壌を整備するのが行教の仕事である。 市区町村

16 シノレパ…サボ…タ一、ゴールドサボーダー 市院町村

17 噂門職+住民 巾 lみ町村

18 体制づくり 巾民総J1'J

19 丹波市を閤探としたい。 rtll設問そ'T

20 
地域で自分たちが主体的iこやりたい事をやる環境づくりのスタンスでやれば、地域が接

誌なるc
1111み開Hゴ

21 地域と住民の力を号i出し、議験することを改めて感じた。 市!表鐙了村

t意識に住む認知症本人・家娯の，患いを、地域の人たちに{訴えてし、く。地域の人たちがど

22 うし、う町づくりをしたいのか、認知症の方々を支えるのか者自らが考え、行動してし、く。市 市区町村

の職員がその行動等を文接してして。{主畏とー諸に考えてして。

1112223 4 5 

中長期的なピジョンを持っているため、単年度で綜わりiとなっていない。 市底罰了村

どこの市町村も認知症の方の立場に立った文壌を様々なアイデアで実識しており、今
市長~IIIT村

後、自地域で活用してし、きたい。綾部市サボータ…3段方式。

どの報告も生民主持と侭葉も言っておられたこと。 市区町村

26 永田先生の議議 市区町村

27 
認知症地域支援強選員として、専門記畿できることの意義がよくわかった。胤簡で設置

市区町村
ができるのが膿想的。

28 
認知癌の方会支援するにあたり、一番大切なこと辻、本人とその家擦が併に闘ってい 市区町村

て、どう助けてほしいのかが一番肝心だということ。

29 兵車燥の取り組み経緯について 市区町村

30 富士宮市、丹披市、綾部市社協のそれぞれの事例。 市区町村
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No 最も印象に残ったこと 立場

31 
富士宮市。サポーターの支援は市民活動の一つで、あり、活動しやすい環境づくりが行

市区町村
政の役割とし、うこと。

32 富士宮市さんが言っていたサポーターは活用するものではない。「市民活動の一環」。 市区町村

33 富士宮市の佐野さんのケース 市区町村

34 富士宮市の事例は具体的で印象に残った。 市区町村

35 
報告者の皆さんが非常に明るく、楽しそうに取り組みの報告をいただいた。地域支援へ

市区町村
の取り組みが自身のライフワーク(楽しみ)に変わってきているのでは?と感じている。

36 「基本方針」のポイント、「しかけ」のポイント、「取り組みプロセス」のポイント。 地域包括

37 
「サポーターの活用」ではなく、サポーターが活動しやすし、「しかけ・しくみ」。環境整備が

地域包括
行政の役割。改めてその必要性を感じた。

38 ネットワークのしかけづくり。・ノレーノレについて 地域包括

-富士宮市の実践。サポーターを「活かす」ではなく、自分たちで活かしたくなる場を作

39 る。 地域包括

-綾部市の実践。地域でやれることを教えてもらうとしち話。キャッチコピーの活用。

40 
3つの地域実践報告がよかった。分かりゃすく、系統立てて展開され、きちんと振り返ら

地域包括
れていることがわかった。最後のQ&Aもよかった。

41 いつもいろいろなアイデア、ヒントをもらうが実践しなくてはだめ。 地域包括

42 いろんな種をまく。一緒に取り組む仲間を増やす。 地域包括

43 各市町村が様々な認知症ネットワークに取り組んでいる所があることが分かった。 地域包括

44 
各地域市民一人一人が「自分の地域をよくしていきたい」とし、う目標を持って活動されて

地域包括
いることがわった。

45 
各発表者の地域実践の素晴らしさに比べて、白地域は遅れている。"仲間がほしい"と

地域包括
思った。

46 各報告とても参考になった。 地域包括

47 
行政からの指示待ち包括化していると思う。日本人で同じ制度を受けられるのに、地域、

地域包括
自治体での格差を感じた。公平・公正であることを自治体がもっと認識してほしい。

48 現場に出て現状を市へ伝える。 地域包括

49 
サポーター養成講座をしているが、そのあとのサボーダーの認識がどこ主であるのか、サ

地域包括
ポーターから問題提起がないのに考えている。

50 支援体制構築にかかる参考例が理解できた。 地域包括

51 しくみを作ったら終わりで、はないとし、うこと。 地域包括

52 実際の具体例をたくさん聞けたことが良かった。 地域包括

53 
自分の立場で今何が出来るか、地域の一員として考えることの大切さ。会議ばかりでな

地域包括
く、やってみながら当事者につなげる事。

54 
住民、関係者等とのつながりを大切に取り組まれていることを報告から感じることが出来

地域包括
ました。(綾部市、富士宮市)

55 住民が「こういうことをレたい、やりたい」と思っておられることをできるようにしていくこと。 地域包括

丹波市の発表の中で、「認知症は怖くないですよ」と地域に伝えていくところが印象に残

56 
った。当市でも認知症サポーター養成講座を地域に出向いて開催しているが、アンケー

地域包括
トには「認知症は怖いとわかりました。それより予防の方法を教えてほしし、」としち回答が

あり、イ云え方の難しさを痛感している。

57 地域が主体となって、住みよい町になっていけるように関わることの大切さを考えた。 地域包括

58 地域住民が自ら気づき、行動できる支援を包括が担うこと 地域包括

59 チームで取り組むこと 地域包括
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No 最も印象に残ったこと 掲開

60 
できなしなとiまかり考えついて、途中しんどく感じたが、まずはできることから地区の力を

地域邑指
市じて関bり続けようと患った。

61 特覧IJな事安しなくても認、知症の方が教えてくれる。本人の参加。 地域包摂

62 認知痕地主主支援{本語IJづくりについての基本的な考え方在明解できた。 地域包.J'i5

63 
ネットワークづくりに取り緩む姿勢が地元を中心にされており、現場で活動する身として

地域包括
i士号ま考にした1、と患った。

64 年単位の継続が必要 地域包括

65 l人よりみんなでやれば気が楽。つながっていくのは本当に議政令こん 地域包間

66 兵庫県の取り組みを教えて頂き、流れや方法などよくわかる講演だ、った。 地域包J百

兵Jit叫しがビジョンを持って計闘的に取り組みをされ、訟に市町村を主体にと移行され、

67 市町村と一緒に取り組まれる姿勢に、自分の働いている摂も参考iこして績極的に取り組 地域包括

んでほしいと思う。

68 ブア‘ンリテーターのijgfj"が非常にうまかった。 地域'21活

69 富士宮市、光孝さんの情報。 t也j淡話約

70 
富士宮市の若年性認知疲E当事者の佐野さんの生き方、黒習の支援。たとえ認知症にな

っても佐野さんは佐野さんであって、何も変わらない。

71 富士富子告の散り組み よ也i袋恕訴

72 
告話では、あれもこれも隠の前の仕事をこなすことで悩んでいたが、自の前の一人の人

地域住訴
を支援してしてことでもネットワークを捕鎮できると学べた。

73 皆、手諜りでも綾張っている。もっともっと地域の事を聞きたいと思った。

74 
みんなに居場所があるまち綾部、を地域揺祉の目標としている綾部市の山下さんの報

地域包括
告。

75 
アクト…ブバランスとしづ冨葉を知った。もっと詳しく知りたい。相反する嬰導者をどのように

介護サ…ピス
理解して諜践に活かすかとしち読点が必要。

76 
各市附村(行政)が本気で、やっていると惑じた。〈今 Bの市町村は)各行政のスタッフの

介護サービス
資質、意欲iこ行政格差があると感じた〈岳地域と比べて)。

77 個人の熱意と、その人を取り巻くチームカを感じた。 介護サービス

78 様々な取り組みがあることを知り、感蕗を受けた。 介護サービス

市町村と陛鞭機関、介護施設が連携を強めるためには、若手々が議分たちに侮ができる

79 のか、ちゃんと考えるべき。誰かがどこかがやるだろう、では議めることができない、と実 介護サービス

感した。

80 
市m討すの取り組み。ネットを組むことの大切。現場の協みを段いよげる髄農への翠りま主

介護サービス
み。

81 事の~議員が{盟主JJケースに探く関わってくれることが印象的だった。 分譲サービス

82 場け合う事、支えあうこと。住民自ら発借できるしくみが大切だと思った。 介護サービス

83 
縦書IJり事業になってしまうことが多いが、地域で支えることの大切さと、見方、考え方を変

介護サービス
えることで、地域に譲差した支譲づくりができるのだと感じた。

84 当事者iこ患いているか、としもう撃を真んやに擁えて大事にしてし、くこと。 介護サービス

認知主主センタ…方式を科用した実践の踏を期待しての拳加だったが、各地域で語、知症

85 の方と関わる体制づくりの諮し辻興味探かった。時間がなく足早になったのが残念だっ 介鵠サ}ピス

たが、少しずつ、連携の輸が工広がっていることを感じた。

86 富士宮市の認知症サポーターの活動の話は、地域に根付いた括動で、次につながって Hい|介1Ì'~護療サ関L日ー系ビス
いくもので棄糟らしし叱患った。

稲が何垣を先し生たのい曾か紫をで大、サポ夕、山いとうはこ、と専。再騒が何かの支援を要求するのではなく、住民87 
切にすると
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881るJ、
いことをどするもの→そちしくみ'限りが大切。

89各地域、認知症の方に対しての支援部制が整備されていると感じた。

:90地域の人と一緒に地域を作ってし

91認知痘が恥9忠11~~"'~_::/..l.L::-~~./_-" ..... U~'W.~ .....""E3"".-' ¥.:.，'Q./r'，J -' '¥./ (.!... ........，'-¥1 ，，'-.-¥1 ./J~ ::::::j~1=I '-'/H¥";;¥I .，...，...¥::I'J F....;N-. r-l..~ I医療嬰採考

1 ~こ残っている。

認知症サポーター養成に参加した人と、?と求たま出会ってサークノレ活動に結びっく地譲
921 

性c いか;こ普及啓発が浸透していなし

931排揺していなくなったおばあさんの話。

941兵庫果が県として様々な事業に熱心に取り組まれていることに驚いた。

|養成したあと活用することを考えるのではなく、本人たちが諾襲撃したくなる環境を持って951-.~!:: ~J'::l，)'~~:~~ I.J 1 -cJ'-l- C..!.-'-;] /'I--r:;...I "/  '- '~'a-- ，... "，--/ ....1'--..，/N 11-4 ~"""'I'- "'Ö"-.<:V~'<7t.I c，!.，. I r---' ..... I医療爵係者
lし¥くことの大切さ。

最もFP象;こ残ったこと

について具然的で、 CD地域の強みを生かす「資源は必ずあ

市民活動は各々やれる範囲で、やりた

住民からのニーズで支援策という事令、今更ながら?警報収集した

社協96し、0

・丹波市の報告で、一歩前へ進めるよう考えて進めたいむ

綾部市の報告。彊)5IJケースを丁寧に穫み上ぜ、地域づくり

ピジョンを持って、という大顎さを学んだ。

、でし、くと 1

1社協

社協98 

2.セミナ}民参加して、白地壊の認知症地域支援体制づくりの取り組みについて、

自身の見方や考え方拡変化が島ったか?

N== 11 0 

底分

新たな克方や考え方を兇つけ

た

変わらないが、方向性の確認

や方策の構強ができた

特iこ変化はない

その他

% 特に変化

はない，

4‘5覧

その他

O.号詰 新たな見

方や海え

方奈良つ

!すた， 44.5覧

50.0免

変わらない

が、方向性

の確認や

方策の篠

強ができ

ず二， 50.0詰

44.5% 

計

見方や選考え方が変化した内容

N01 見方や考え方が変イむした内務

11行政が与えるのでiまなく、地域会主考えて行動できるしかけが卒、製と思った。

21金設や関傑機関への啓発や資料の謹示方法等。

31ちゃんと「総議Jとしぢ控聾づけを現薙iこすること。 域一一一一一一
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No 見方や考え方が変記した内議 立場

-自分の地域の強みって何だ、ろうと、考えさせられた。

-これからどんどん高齢者が増えてし、くことが分かっていて、今でさえ大変なのに、この

4先、どう支援していけばいいのか、そのうち身体が足りなくなるのでは、と不安でいっぱ rt'll込判干す

いだったがfそれは自分の地域だけではない!Jと気づかされた。龍地域の方々とも交

読していきたい。

5 市、缶詰、社壌の協織と地域住民の協力とは自主しが性らがみ不が可多欠い。。地域住民からのつきあげ
が欲しいとし、うのがま鑑なところ。市主導で

市監際j・~:;J・

6市民の力を引き出す方法を呉律的に考え、拭していく。地道な活動が必要。市民と良県閥

を共有すること。
ilil2S: 111 r ，H' 

7住民や本人・家}j誕の声をうまく擁築につなげる。 市区Isr村

8大切なのは総知抜の人の患いを知ることから始まることを改めて感じた。 市沢町村

9地域から出た戸に丁寧に対応して、施策北活かしていく。 市沢町村

10 地域住民への"しかけ"の方法 市区町村

11 地域づくりm まちづくり=人づくりだと思った 市i豆町狩

地域によって体制づくりの進め方や激り組み方は違い、今日の事例がすぐ自分たちの

12 地域でjきかすことはできないと思うが、報告者の方に共通していた熱意が一番大明だと 市豆町村

思った。

13 地域の支援者iこi却すたしかけづくり、意識付けを行うこと。 市区町村

地域の支援体南IJづくりについてはまだこれからです。関鐸機関と自治会などと一緒に、

14 まず話し合うことから進めて行きたい。丹設計さんの立支持豆み体制の構繍はとてもよくわ 市区町村

カミる。

15 
当事者や家族が困ってし それを支援解決する為北地域の方にできることなどを勝

市底的.+す
手に決めないで、それぞれの人に直接開き、支援づくりの中核にすること。

時T- 市区mT.f守

症サポート器との逮携iこついて、検討が必要と忠、った。 市長引nT村

認知症の方やその家擦の患いや立場に立った支接をするために、家族会や介護者の

18 集い等で、当らな事b守寄叱り感刀じ工:ゃの患いを霞き車りして、それを民映させた支援を考えてし功、 市誌町村

なければな

19 語、知症のことを悪事発していくこと 市広町村

20 
認知症の体制づくりについては、知識が識かったので、地議支護{本説づくりってこういう

市区町村
ことか!と、ちょっと前向きになりました。今日来て本漢に良かったで、す。

年変終わりゃ姐当者が変われば継続につながっていy旨かったが、張気強く窓り組んで
21 

いきたい。
市区町村

22 本人文鑓を過してのまちづくり rtJl込的手す

23 
まず今ある総合格設の内容をまとめ、課閣を考え、行動する。認知症サポ}ト慌との逮

携を考えてして。
rtJl込町村

24 fひとつjをこなすことを信的としない。そのプロセスを括かしていきたい。 地域部括

25 
-市捌当課と話し合う機会を作りたい{詣分からだけ発信しすぎなし、ように)

地域包括
-行政を巻き込んだ活動

-社協が法人母体の包括なので、地域づくりについてもっと譲議してし ，、と，怒?と。

26 具体的にアクションを起こしていきたい。 地域告括

-sos俳福ネットの具体的なしかけについて

27 sosネットワークづくりに光が見えた。 地域包括

28 
綾部子宮のサボーター養成の取り組みはとても参考になった。簡を隣くのみでなく、実欝

地壌告揺
の支援につなげる仕組みづくりに具体的に取り組みたい。
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No 見方や考え方が変化した内容 立場

29 
各ケースへの働きかけを土台におくこと。当然であるが、弱いので、家族、利用者に届く

地域包括
事業にしたい。

30 キャラパンメイトの普及を実施していない市町村へ要請してして。 地域包括

31 
現在実行していること、これからやろうとしている事が、方向性として間違っていないと恩

地域包括
える。一歩ずつですが…。

32 現場に出向き、仲間を増やす。 地域包括

33 個別のケースを大切にしていくこと。ひとりひとりの声をしっかり聞く事。 地域包括

34 
サポーター、地域の方の理解を得る努力を一人ではなく、色々な職種も入ってもらって

地域包括
ケアしていきたい。

35 サポーターの活用のしかたなど 地域包括

白地域は行政に事業所・医師会・市民の方々は色々求められる傾向があり、なかなか

36 
地域活動が難しい。社協も市に求められるので難しい。白地域はこうしち地域支援体制

地域包括
づくりの他市の状況報告の話を事業所、医師会、社協、市民の人も聞いて考える機会

が必要だ、と思った。

37 
自分の自治体において、地域あるいは住民の方へどの様に、普及・啓発に取り組むべ

地域包括
きかを考える機会となった。

38 若年性認知症の方への支援 地域包括

39 
職場内での課題の共有から、前向きに実践しようとする行動を共にできる人を巻き込み

地域包括
ながら提言していく。根気よく、包括の管理者の方向性で、で、きないのもデメリットである。

制度の中で、つながれない方は、地域の中で、つなぐ。そのためにはまず自分自身が地域

40 の中に更に入っていくことだ、と思った。地域の持っている力の発見・強み発見、一緒に 地域包括

それらの活かし方を考えていけたら。

41 取り組みの流れやポイントの確認ができた。 地域包括

42 
専門職とイ主民が一緒になって支援を進めて行くこと。支援のしくみを作ったら発信してい

地域包括
くこと。

43 
その人らしさ、個人を尊重していると感じた。どうしても介護者の負担の緩和に重きを置

地域包括
くこと(事態)になり、本人の気持ちに寄り添えないと胸が痛んだ。

44 
地域との連携。認知症を切り札に専門職と地域住民が共に考え、困っている人を教え

地域包括
合うことが出来る地域としてして。

45 
地域の住民が気づき、自ら活動できるような体制づくり。地域と認知症の方をつなぐ役割

地域包括
の大切さ。

46 どれだけ地域の協力を得られるかが主要。 地域包括

47 
認知症の方のボランティア、サークル参加、大事だと思う。実際ここまでの取り組みはで

地域包括
きていないのが現状。

認知症本人や家族、地域の困っていることや声を整理し、地域にフィードパックするとこ

48 
ろから始まるのだと気づいた。自治体では00事業、 xx事業など、ノルマを果たすよう

地域包括
に次々と事業を展開し、やりっぱなしになっている。そうし、うものを活用できるのではない

かと思った。

49 
包括だけが行うのではなく、自治会や既存のグ、ループと連携し、地域発の取り組みにし

地域包括
ていかないと、単年で、の活動で、終わってしまう(継続が難しし、)。

ボ、ランティアの自主活動に向けての支援の考え方について、環境整備することは変わら

50 ないが、サポーター自身が課題に対してどう考えるのか引き出してコーデ、ィネートしてい 地域包括

きたい。

51 
本市の社協が昔作ったsos俳梱ネットワークが消えている状態。これに再び命を吹き

地域包括
込みたい。また、地域見守りネットワーク構築の大切さ。
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No M}jや考え土fが変化した内容 立場

52 まだ何もできていないので、頑張ろうとし、う気持ちが鴻き上がってきた。 地域包括

53 メニュー内容を吟味することができた。 地域包指

54 もう一度、当事者の声に立ち返る必要があると強く感じた。 地域包括

55 
もっと地域で認知症について周知。いろんな職種の協力体制の強化が必要だと思っ

地域包括
た。

-施設として、認知症家族や認知症利用者に対して、「わかってくれる人」がし、る。「相談

56 
できる場所がある」と、市町村だけでなく頼りにされるような取り組みをしていきたい。

介地サービス
-2忍矢11症家族ケアとして、「理解」のための勉強会や「話し合い、情報交換」の場を提供し

ていきたい。

ケアマネジャーとして独居高帥者、認知症だけでなく様々な疾忠を持つ方々の支援に

57 あたり、「住み慣れた場所でその人らしく生き、その人らしく死んでいく」ことの難しさを文. 介;i(Qサービス

感しています。

58 仕掛けを住民自身が生み出してしてとし、う支援が参考になった。 介護サービス

59 自分の活動をどの様な場面で活かしていけるのか、ヒントになった。 介護サービス

地域の中に何もないのではなく、今、地域の中には実はいろんなものがあり、動いてい

60 る。それをまず確認していくこと。そのことでつながり、のつかる、という考え方。そして当 介護サービス

司王者をその輸の中に。

61 特に困ったことをサポートすることが大事 介護サービス

62 包括との連携、報告をもっとしなければいけないと思った(困った時の報告だ、けで、なく) 介護サービス

63 まずIJ、さいことから始める勇気をいただいた。 介護サービス

老健職員です。当施設では、地域に根差した施設を目指しているが、施設の中での取

64 
り組みが中心になっており、市がどのような認知症地域支援事業に取り組んでいるのか

介謹サービス
も知らずにいた。もっと地域全体の動きに目を向けて、取り組んでいくことが大切と思っ

た。

65 
これまでは「行政が動かなし、」とし、うあきらめが多かったが、行政ばかりに任せるのでは

医療関係者
なく、住民を交えて全体で考えてして必要があると考えた。

66 自分の地域の支援体制が遅れてし、るため、参考になった。 医療関係者

67 
地域のアセスメントが大きなカギであるように感じた。今、どんな資源があるのか?今後、

医療関係者
どんな町づくりがしたし、かを具体的に教えていくことが重要と思う。

68 地域包括支援センター、圏域への参画の仕方など。 医療関係者

69 l人 l人と直接かかわるネットワーク作り。 医療関係者

70 いろんなヒントをいただいた。 社協

71 
個別支援と地域とのつながり。サポーター養成講座後のサポーターの活用の考え方。

社協
養成してから行政が活用するとしち考え方には反対であること。
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3.報告を?聴いて、自地域の今後の地域支援体制づくりに活かせることがあったか?

;異体的にあった

参考になる点やアイヂア、ヒン

トが見つかった

特にはなかった

言十

N出 110

人数 % 

4o 36.4見

65 

110 
参考になる点

やアイデア、

ヒントが毘つ

かった， 59.1拡

白地域の今後の地域支接体制|づくりに活かせること

N01 今後の地域支援体制づくりに活かせること

:;脊或プランの大切さと実践していける現場でのサポート持離の必要性c

2:今ある題識(地域システム)を活用して、生きたシステムに変fヒさせる必要がある。

よ黙としての役割、市町村の投融、それぞれの接点を整理することができた。その中で、

具体的にあっ

Tこ， 36.4覧

都道府県

都道府県

311黙として啓発していくことや、前町村また怨話への支援のありコぎについてヒントをえること|都道府県

6 
げの支援が実施できていない→丹波市の半歩の会

が行われていない→綾部市のサボーター養成

F受講カードj:ノ¥ツヒロ…カ…ドJの活用。サボーター丹人数しか把握し

都道府県

都道清呉

市豆町村

れていない状設なので、フォローとサボ…タ…としての意識にもなるじ¥ツピーカードJ辻宥|討す蕊町村

勢と思う0

・ただサボータ…議成講座や研修などを行うだけではなく、 f具f本的に遺った人iこ対する

支援の一つ」などと関連させて、研諺そのものをネットワ…クづくりに活かしてして。

弔意知症サボーターというインフォーマノレな支援殺を、行設が活用しようとするのではな81 IJID"~H~~ ~~ ~~'._ -.. ~ ~ v~:::'J 1: ./ /.j " /...-'d--，.".x....:JL̂:..t:;j (!.. ，!  J ~/，rH::f) IJ .........0-.../ ~ 7 "Q.) v./ "" ~o-.'o-. 市区町村

く、自分がやりたいことの環襲づくりが大窃。

-ハッビーカーIご

9サポーターの活用という視点ではなく、サポーターなりの活動

101サボーター養成講懸の内議について

111サポート産を巻き込んでネットワークを組むことについて機酎したい。

i告分が経験した今までのケースについて、一度振り返り、額制ケ}スと地壌を結びつけ
121 

; |て翠題をより具体的に、明硝にしていきたいと患った。

日 1 t3tzz域ではなかなか支援体制の輔が出来ないので、闘の取船全てが参 l

市民主体の認知症サボータ…鱗援をもっと普及させる。市民や筏師をもっと巻き込み、
141 

事例検討をする機会を普及させる。

l 住民との協慢としち部分での柱掛けづくりについてのヒントが多々
15 

ーに町づくりを今議も住民と共に潜めて行きたい。

|スーパーパイズとしてセンタ一方式シ…トパックを一度利用させてし
161た
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No 今後の地域文控体*IJづくりに活かせること

17 地域の方への患いを欝わる人で共存し、具体的な行動に結びっくような指針をがす。 市区間

18 認知出サボーターの活震について。 J111主主欝j干す

19 問、知症サボーター養成づくりの対象、内君津が見えてきた。 市在留J村

20 本人とその家族の立場に立って{本部づくりを考えていきたいと患った。 市区町村

.:;ヤャラパンメイト養成後のメイトさんの活動をどしかけていきたい→ゴーノレド、サボ…ター

21 -擬態をきちんと整理してピジョンを明確にしていく 地域包J古
-シノレパ…サポート庖のアイデ、ア

.:;やャラパンメイトをもっと養成する必擦があるが、予算がつかないので難しい。

-還さ廷のパンフやチラ、け〉もっと作成必嬰だが、予算がつかないので難しいの

22 -告語法ケアプランに追われてなかなか地崎支援体制づくりまで行きっか設い。認知癌 地域包括

連抵担当者が不定だしっいたよりう、だサi:: ト医は自主的に受けられたのZ装飾のみで、監i:rJi
会で取り組むことは難 できることを一つずつしてしてしかありません。

23 
.14何回、ンステムのノレールづくり。具体的な内容を挙げる大切さ。

地域告揺
-介諮と医療の連携づくり。少しずつ進んで、はいるが、具体化したい。

24 いろんな職種との連機が点、獲ではないかと患った。 地域部括

25 
インフォーマルな文援をコ…ディネートするのがブ去十一マんな期艶の役割。地域や個別

地域旬開
のケースに対応したコーディネ…トを提告さできるしくみを整えたい。

26 家族会の持を専門職に聞いてもらえる場を作ろうと思う。 叫叩凶 11_1

27 現ホ…在ム、メ等イ事ト会業織所もを含丹め1、回地開域催にし密、サポータ…養成の践織委どしているが、今後、グループ
着した相談窓口の設問等を襲爵していきたい。

~巴.J"'~Lぷ"ドj

28 
現場め大切さ、関心のある住民、民生、事業所特にポイントを絞り、交渉していく。

めない事、認知症の人と家族の実態調査をケアマネに協力してもらう。

29 高齢者の患の選ぶ援農の高い場所に関わる方々へのサボ…ター養成を行う。 地域をよ諮

30 
個々での支接体観はあるものの、ばらばちの活動惑としている。各機関が連携して散り総

地域部揺
める体制づくり。

31 {間人事業主レベルでしてもらえることを、それぞれしてくれる町の良さ。 地域包括

32 サボーターがサークノレを作る、誌、知疲の方iこ参怒してもらえるように進める。 地域包括

33 サボーダー養成事業の先はどうするのかa踏んでいたが、その先の最り組みがわかった。 地域包括

34 シルパーサポート!吉 地域包括

35 地域ケアを充実させたい。 地域包括

36 地域慰宥の資源、を活かせるように、インフォーマル諦査をしていきたい。 地域包括

37 
地域住畏が一捧となって、積極的に取り組んでもらえるよう、自分たちが主捧ではなく、

地壌告揺
j建りでサポートしてし、くことが大事だと患った。

38 
地域の匿りごと、ケアマネジャ…の関りご、となどしっかり聞くことが謀本。タイミングを見つ

けて"声"を開きたい。

39 
何もできていない状説でとまだまだ先誌長いと思うが、小さf，t.ことから取り組んでいくことが

地域缶括
必要だと思った。

40 
認知症支援のピジ沼ンの，確認。行方不境時の対応をまたみんなでもう少し具体的に考え

地域活
たい。

41 誌知症地域文披lこは多職種の連撲が必須であること。 地域'eJ捕

142 
詳祖対議機器11練などは現在自分の地域で行われていないが、{主畏に参加してもら

い、一緒はできそう。

43 富士宮、綾部の住民主体

44 包括のみで髭蕊できるものでなく、関保者や市民噂とともに考えていきたい。 地域部括
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No 今後の地域支援体制づくりに活かせること 立場

45 
本市で、も認知症サポーター養成講座は何度も行ってしもが、その方々の継続的な支援

地域包括
ができていない。一考する必要がある。

46 
まずは、“自分の地域"について住民が実際に何を感じているのか、誰がどう関わってい

地域包括
るのか、再度洗い出したい。

47 メーリングリスト、俳佃支援のネットワークづくり、スライドの作り方。 地域包括

48 来年度に向けて、計画の中を広げたい。若年性の方へのアプローチを具体化する。 地域包括

49 インフォーマノレ資源の活用 介護サービス

ケアマネジャーとしてだ、けで、なく、一事業所として、一個人として、一住民としてまだまだ

50 出来ることがあること。「よりよいケア」のために学習する事、それを活かす事、たくさんあ 介護サービス

ると感じた。

51 ゴーノレド、サポーターは4級へノレパーの考え方とよく似ていて参考になった。 介護サービス

52 
個別支援と地域づくりが、実はストレートに結びついているものだという事。何のために、

介護サービス
誰の為の支援や地域づくりなのか、特にヒントをいただいた。

53 
地域の活動に積極的に参加していくことで、仲間作りが出来る。その中から自分の専門

介護サービス
性などを活かせる場所を見つけてして。

54 認知症サポーターをもっとリンクすべきだ、と思う。 介護サービス

55 
包括によって力量がないところがあるが、力量があってもなくても連絡等していった方が

介護サービス
いいと思った。

56 みなさんの熱JL.'な取り組みに心から敬意を表します。 介護サービス

57 行方不明のネットワーク 介護サービス

58 
医療面ではサポート医の連絡会、サポート医の情報公開など認知症の早期受診・診断・

医療関係者
予防に活かせる。認知症だけではない、介護、障害分野でも包括的な取り組み。

59 
若年性認知症の取り組み。認知症疾患医療センターから地域包括支援センターへつな

医療関係者
ぐ方法。

60 専門職としてのかかわり方、普及の重要性。 医療関係者

61 富士宮市の報告が良かったで、す。視点の一つの方向性が見えた気がする。 医療関係者

62 
ネットワークありきで、はなく、一緒に丁寧に進めていくことの大切さ、これを常に頭に置き

社協
たい。
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4.参加しての感想、富地域での取り組み

感想

No 

11ありがとうございました。 I市区町村

サボーターもどんどん増えている、熱心なキャラパンメイトさんもいる、俳佃ネットワ}ク

21もある、包括も熱心。素晴らしい饗諌をより諜いネットワークにしてしてかについて、考え|市広町村

ていきたい。

sosシステム、ネットワークについて接討がる要だが、地域性の違いもあり、対応策が3 I ~t...~J'::'::"/~: --， -~'~~.l:.L_ ~'I:I' rt'JN ~'::"f/.t~""}~~~:~~~I...l-""~" UV.J-" ， .IYJ"LJ'~/J バ1"1引IrH
非常に難しい。具体的な対誌について、もっと指報が歓しいと患った。

現職場に来て l年。 鯨:闘の忙しさに遣われてしんどいばかり。 -1支iこ変えるのではな

41く、本日の問問J報告の…つからスタートしていきたいと，患う。長し寸i寺開安ご提供し、ただ I $1メJ町村・

き、ありがとうござし

市内の取り組み報告会を予定しているので、今日お欝きした内容も盛り込んで、より多5 I I~"~ ~~:^ ~III:~~ I~ ~~I ，.L.>..(!" J N-'-' ...... ¥{ "oJV .J ....." 1 /--1 ..........，.I9J C: '-'I'-r .J1=f' U :.rm.，/ I<...:!I V "'-" c;:J-../-:::;y- 市|山町村

くの}JIこ発情していきたい。

チーム作りができていないので、行政だけで突っ走っている現状。 i湾じ思いを撞く仲間61 ;J j. I:--:\~:/:，/"'. '-c::...... '0-." ...，.r "-'  IJ~/'-l./ ....../'- -'"̂'-... -'...." ">Q.J":.，/u'l/¥.o I .... J'-""JL:.j...... c..::SI .... !oI， I-，.'t"J 市区町村
づくりが難しし、。

7 1 ~君子IHま明らかに還れている。

8j懇知諸絡策の仕掛け役をたくさん作っていただきたい。

認知惑に対する嶺見を持った人が多い地域があり、地域密殺裂のIi毎設の緯投能苔が

接家族化が進んでいるから高齢者と生滞在共lこする人も減っている

91銭がする。成人iこ支守して認知症の啓発も必要だが、子どもたちはも部知症への理解を

持ってもらいたいと患い、認知症を切り口に地域の見守り、支え合いについて鰐か取り

組んで行きたし¥t:J恵三

認知症の地域支援体損iづくりの必要控は十分聴解できるが、サポート眠、専門医、認

101知症愚者の入院設需のある罷療機撲など、核となる子学畿がなし立体制づくりはできても

機能するか疑問。

排f回模擬訓練を年 1間ほど行い、声掛け語'1畿として商惑などに協力してもらっている

市!忍'11TH

;市笹野村

f/i1R1IIT村

市IRI町村

111が、まだ市民は遠巻きに見ているだけ。もっと市誌が入りやすい方法を考えていかなけ|市区町村

ればならない0

121 

13 1 

・このようなセミナーを白地域の関保者や市民等が合間で受けることができると、方向性

も効果約に円滑ι進められる手段にもなるだろうと感じた。

-必要性を感じていない人や櫛い人に前向きはとらえてもらえるように生向けられる能力

も必要だと感じた

・やはり事部がl市町村l飽捕の爽践となると行政一包括の連携の中で議きが出てくる

が、複数穏諾の中での駄をがわかりにくい。被数包括がどう全体的な動きや額々の包

揺の特縁者生かした爽践じついても整理してほしい。

・缶詰の人材をどう磯部するかにもフォーカスを当ててもらし、たい。

141綾部市の勝者現実;こする詮議、員かった。

。現場からの発信が出来るよう、力量を上げたい。本自の研拶で

15 1 感動する愈擦があった。 f入として大切;こされる場所=屠場所」、「認知症の人は議分 i地域程謡

、来てよかった。

薩接、撞策iこ関わることができないが、

161ながらも色々な手法で皐たちなりの地譲住を活かした事業計画ができるヒント令得られ |地域包括

問じ目的に向かつて、いろいろな方重からのやり方がある在感じた。

印象』こ残ったのは、ボランティア、住民の力泣知識の悪事発や自分たちの事業の協力を

打|求めるのではなく、今ある資諒の紹介、コーディネートをし、自分たちで閥りごとに関し |地域信括

て教えてもらうことで引き出せるとるづ話し。
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;No 

l81各々の実蹴者の報告は素晴らしいc

191様々な地域でご皆労されていることを亘接関かせていただき、参考になつたο

立場

j白域包括

i世域包括

20 I c:-=.'":_..."，<';" _......l~ f，-，，-c，;V，.J-/N-L-./"-'-:: -r:~~~ -r-'-!IIJ J \"'''1~~/，7Af''''/!:;::;:I t'-I......"'-''-'' '0 I=l /.J I'-~.-J I J地悲域包揺I 20 I参劇力附ていた悶出だ討きあ向
|にできる事について話し合いたいと強く患う。

市全域で敢り組むには、行設のモチベ-~3ンが大事。無関心、
込んでしてにはどうしたらいいのか...。

社協の活動とポ(喜委託制措)の活動がうまくつながり、認知症に関しては罵乙欝

境として共有しても良し

大変意義あるセミナーだった。ありがとうございました。どこまで取り組むことが出来るか
わからないが、-F-.T7......1....... ..._ふl'.. >- 1 1":T::r"" 

なかなか認知症に対寸る理解を地域注民iこ告えていくのがうまくいっていないが、今日
の研修でもっと震張ってし」初、 m

!認知症の方が詳指した、という状況を想定して排梱者を兇つけ出すような取り組みをし
25 

てし

;器知惑も地域福桂も多様な事議メニューがあるのはありがたいが、それによって現場が

261濃蓄ししている感じもあるσ行政の中ではコーディネーター役になる人材が必要だが、な

かなか配寵する余裕がない。

前向きに事業に取り組んでいきたいと常々患っているが、主患域信搭支援センターに求

地域包括

地域包括

i地域包括

|地域也揺

27 められていることが多すぎて、つぶれてしまいそうになる時がある。うちは言葉営だが、市 |地域包揃

役所内のネットワークが一番難しい。

まず、キャラパンメイトの養成を市へ要請する(飛で運営できていないので、メイト育成2810--.') ，，~\ i'// .....， /..II-v/~.P<. J.，J'^'.<!-li ，J "'~fl f3 '0.1¥11': '-..l.:Z'i=J ¥". C ¥，. v'c，t.， ¥(v，./......... /'~II F:J/.Jr，.地域器薮

ができない入

291盛りだくさん会再容だったので、ゆっくり見践して、わがまちに取り入れたい。 I地域邑怒

j 忍浮き治体藍蛍の非常襲職員。前々任も非常勤だったが、富

むに認知症サボ…タ…養成研修等をやっていた。その人だけに在せきり

か、その人が退職後、都知症関連事業はストップりした。患に対しても、

30 I ["担当の仕事Jと決めていた。私は担当者が辞めたり、異動しても継続できるものを学び|地域包括

たいと思い出席した。持ち探り、どれiまど上間や五識員を巻き込めるか、まだ自

いが、小さい町なので、今既にある多事業を活舟し、地墳の方々と話し合いながら、何

か形にしてし、きたい。

・地域支援を語性化するのに、一建設からでも翰きかけていけるのではなし
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・惑分たちが仕事している市町村がどこまで体制が出来ているのか、 iまとんど知らな

い。もっと翼味を持つべきだと感じた。

;321 ありがとうございました。 I介護サーどス

自分はこれまで認知症ケアのイ期間jの震に関わってきた。これからも主戦はそこにある

が、「支えるつながりjをつくること、そこにケアマネジャーが繋献するためのトレーニング
33 I 

も必要さだと感じた。もっと円資濃を資諜としてとらえるJ力が要寄りますね。サポーターをプラ

ンに位寵付けている事、あまりなし

341真剣に散り組まれている意見を感じられて良い研修だった。

センター方式の授点で本人様の周りの様々な「資源」の活用に諮

35 i r資諜jを作号上げていくこと、連携の輸をもっともっと広げる事

業、学校、結設、組)大切と感じた。

361色々な取り組みが聞けて良かった。

i参加者もそれぞれの立場で取り組まれている状況が震題からもみてとれた。引出しを多
37 I 

!く持ち帰られた研修だった。
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No 感知 立場

忠治体がやろうとしていること{連携の推進、排修会や事例検討合、一般の啓発など)と

認知能疾患医療センタ…がやるように指定されていることと麓捜する部分が多い。どち381 WW'^H/.ll- /';~/~~J::~:~ / ¥ -al~/P-~~:-;~':" :rn--:~~~~~~'-:~_-~~I:/~lN :~-1:~ T

J 
I f亙療関係者

らがイニシアチブをとるのか?お互いやると議議、無駄もあるのではないか?両者の連

損がまず必要と感じた。

主事域でできることがまだまだある。身近なところから始められることがあると、ヨごろの議39 I ~ ... ~:::'..... ~_ ~_L-.a.I '-~I~' ~，'- cr-.1'-Ut./"eJo 7J N.J....c，:t-..~'-. --'''' "-'，..1-1 V"/ '-'~ V.o.I '-\.....I~ 'V.Fo.JL-" 1-1 '-"，...IV./J/P>. I ~療謂係者
り送りになった。

私の勤める認知疲疾患翌三疲センターは、人口 17万人の市と3万のl町に1かj所設授さ

40 Iれているが、入院人数は全彊で三番爵に入っている。この入院人数を少しでも減らせ i医療関係者

るよう、認知症の人が住み慣れた地壌で過ごせる地域を作ろうと考えている。

くセンターでの研修も大事だが、今出のように嵩じような研修を 3か震でやってい子
-I社協

、て気軽に参加できた。今後ともよろしくおE晶、します。

前向きな気持ちになれるセミナーだった。やれることから少しずつ績張りたい。ありがとう
i社協

ございました。

自地域での取り組み

No 内容 :場

l 近くの潜魚諮市、小千谷市ではSOS訓練をやっている。 都道府県

2 認知連ケア窃究会を発定。手簡成で2き4る年の7で月"'-'8月にNPO法人設立予定。大きな広がり、
施策1::'1闘ができた。大きく壊 、非常に楽しみ。

市夜町村

唱 曲(者人大学)や民協、者連、ボランァィア鵠体等、 11寝広いl3Jj体に認知症について

3 悲しい理解を促進する事や、もの;容れ相談や認知痘予防教室等、色々と取り結んでい 市区町村

るが、卒業務等との関わりが部い為、もう少し議摺的な車り組みの麗関を爵指したい。

4 
-若年性認、知痘交流会が始まったe

土復域怨揖
-つどい場づくりの過設でボランティアさんの力を潟感した。

5 ス…パーパイズをしていただける環第が撃ってきている。 地域包括

認知症サボータ〕議成講E塁。E371台会と協力して町内会向;すに行うようになり、だんだん

6 
器、知症への理解が探求ってきたように思う。以前は、市内中心部の大きなホーノレで審

地域包括
加者申込制で、興味ある人しか来なかった。 地域で行うようiこなり、より身近に考えて環け

るようになったと患弘
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5-4)仙台会場アンケート結果(N=凶)

参加者 200人

回収数 143人

回収率 71.5% 

アンケート回答者の立場

区分 人数 % 

都道府県 8 5.6% 

市区町村 26 18.2% 

地域包括 58 40.6% 

介護サービス 24 16.8% 

医療関係者 4 2.8% 

社協 4 2.8% 

家族会 0.7% 

NPO法人 14 9.8% 

市民(地域住民の立場) 3 2.1% 

その他 0.7% 

計 143 100.0% 

家族会， 0.7弘
5.6% 

社協， 2.8% 市区町村，

18.2% 
l司王'回，-/

2.8弘

介護サーピ

ス関係者，

16.8% 40.6% 
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1.セミナ…北参加して最も印象に残ったこと

No 印象に残ったこと 立場

l 一般の歩加があり難ししゅもしれないが、殺り組んだデータ(予防、医崎、ケア的)もあ

るとよかった。
者iii度府県

;}之があって大変だったが、認知総 i講在話し寄てらいしいたとこ患とで、つながった人々と支えあっ
て、更に深く結びついていることがわかり、 った。

都道府県

地域支援体制づくりの取り組みは、進行性でゴ ノレはない。患の長い取り組みが必襲
間Ij誼府県

になる。

41 .l:lhl!主づくりの視点が重要であること。 おi¥ilUnu;~ 

地域でのフォロー(特に気になっfこのはl¥:'I:，委日)について、1-11塊のi引にお人迷の手IJ

ち j誌のしかたの
#I¥j芝府県

6地域の資源を上手に見つけているところが印象に残った。 ffl¥j註!釘弘

7“地域づくりはゴールがない"とし、うこと。 f!ilベIlfJ下?

-焦らずじっくり取り組bことでよいと患えた。

8 ・楽しくチームで潜めていけるとき分室身も楽しく社事ができて地域も活性化する。
1111ベIIfJ・+，]，

9IQ&A、一吉メッセ…ジ TlilKII叶ナ

10 関係機関、多職機、地域の連携の重要さを改めて感じた。 市|笈|町村

11 久万高，原町の犠まきと待つことの大切さ! 色ドLよ~""J

12 毘擁のt設伐の考え方、死に方、支えあい方セミナ… 1111)ち)"11ゴ

13 
地域文護体制づくりのために、まず地域の課閥、資締役t出出し、その地域性を生かしな

市民IIIT1十
がら命誌の協力を誇ることが必須であること。

11 
地域づくりにゴールはない。成果を焦らずに、できることからアプローチする。または地

オパメ，:1111'1サ
j成からの筒を広く開くことができる体制づくりの大切さ等、参考になったo

15 l出j成づくりにゴールはない。認知窪を嬰りロにした立支持札みはなじみにくい。 バil足:111)"卒、'1"

16 
地械が動き出す取り組みを、できるところからやるとし三うこと。改めて方向性の械部がで

市I~町'1:，j
き久万高原町菅さんの話、とてもわかりやすく参考になった。

市区町村

I 2111890 ~|地醐地小域域さ虫なのをを→耕人制すをか主。こ全ら耕体長てしに素いて!いく、時聞をかけてゆっくり気長に支えていく。
市区町村

晴らししぽ梓師だったα 南二韓間了の取り組みが心iこ残った。 市区町村

Eで支援しなければならないこと。どこに焦点を霞くか、考えるきっ
市!豆沼}守守

かけとなった。

21 チームみやぎの地域での取り組み報告(震災を経験した事からの発袈)。 市区間取ー

22 できることから始める。できることからなら、自分でもできるかなあ、と思った。 市IKIII了村

23 認知症の医疲体制を強{じすることで、安心惑につながる。 市豆町村‘

24 認知症を切り口と〆て践隣ている壇域づくりが、社協中心で 市IK町村

25 被災地の支援の状況が最も印象に残った。 市鹿町村

26 
一人で住は民な指く身、いがろ自んな方を巻き込んで取り組んでいく点、繋がある。住民主{本で考えて
いく。 分のこととしてとらえていくことが大切。

市在町村

27 章一陸町の欝災後の話。 t111ゑ潟J'約

28 i菊二i夜間}問 U 党仙招の年 6回の研修。
i i地m域民缶間指杯

29 “今できるとど'金持っていきたい。

30 
改まって普及していくのではなく、小さな率、患った事から始める事が大切だ、ということ

が印象に撲った
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-藤井寺市の団塊世代パワ…をべ…スとした地域活動の後方支援。

.1主民主体として、地域づくりの一環で審議活動やコミュニティ活動を行っていくことの

、一麦産震を克て話すということに意味があることに気づいた

つながりができてくるので入地域の見守りも問頃から行っていなけれ託、緊急:地域起掻

小さな事を一つ一つやってし、く。

頭張りすぎない、

何重にも重なりできてし

、左空三三
九件 i地域名探

地譲包接

地境包括

地境包括

、 (

、i地域包括

|地域包括
ト一一一一一一一
地域包括

町民間土 l

|地域部括

地域起揖

(…"""........，，_.-町、なかなか社協の強みを包括民活かせない状況491 '門日小山町、 。I地主実名語
久万高原町社協のゴプの敢り組みがとても参考になった。

501それぞれの事伊jが全てよかった。

511也諮域、諸設での活動の様子

521楽しみながら関係者の広がり刷物、進めていることc

:地域支援捧制の構築lこ向けて、久万高原町社壌の取り組み。
53要。

民地域性により取り組み、手段も多様で新たな取り組みの参考;こしたい3

55地域づくりにゴーノレはない。
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No 印象に残ったこと 立

56 地域との連携の大拐さを再雑誌できた。 地域包

57 
地域の方々と顔なじみの欝孫を作るためには、一人一人の方を大切にする必要性があ

地域包括
る。

58 
地域へのしかけ方、種の巻き方。祉協、 部揺の連動をどう取り組むか、課題と思

地域但情
ったo

59 鎧品齢化lllTの取り組み→望み安持ってできることからやってみる。 地域組問

60 つながりの大拐さ。 地捜部揺

61 
認知感地域づくり辻後から乙わiニわと地道に成果として表れる(活動の後押しとなっ

地域包話
た)。トラブルこそ本人iこ罷おっていける場面(勇気を持って関わっていくチャンス!)。

62 
認と。知;慌の方が地域で暮らす{本総づくりの具体的内容をそれぞれの役事1]で話されたこ

地滅的目

63 発殺者がそれぞ、れの地域で生き生きと互支持呈んでいる議子が印象的だったc 地域創括

64 
被災地にありながらも、たゆまぬ取り組みをされていた事。 l冬、婆iこ迫られた面もあると思

地域自揺
うが、その前からの取り組みが生きた事は大変な教訓になった。

人とのつながりについて、大事なことがわかっているが、どうつながってしてか~." 0 人材

65 
について、どう議集していくのか…、地域の資棋の活用lこついて学んでいきたい。地域

絶域住謡
の連携の中では、援護との連携は絶対必要だ、が、毒事例のような先生やスタップさんとの

|調わり方をどうもってもてか。事例はとても羨ましく思った。

66 人とのつながりの大切さ、人とつながらないと荷もできないかも…。 地域包括

福島の平成 23偲唐は東日本大震災の影響で認知症対策が充分に活動できていなか

67 ったように思う。しかし、それを言い訳にしていたことが一番課題であったことがわかっ 地域包括

た。

68 藤井寺第の取り組み。 地域告括

藤井寺市の報告で、犠々な地i成組織、 1活動間体の巻き込み方が印象に残った。認知

69 症まれサてポおーりト、の米こ永とだいけ活で動なiこく結、支える方が自分のできる範囲でやりたいことをど楽しく敦り組 地域包話

び付く秘訣と患った。

待つタイミングの大切さ。長期ゼジョンの先に種まきしてし、く。法人後見、社協職員の意

70 識改革。商齢化に伴う地域で共に支えあうことの難しさ→?ちょっと気にかけるJ地域の 地域部括

活動。帰れる町、そのための地域づくり。

71 
笹さんに共通していることが「しかけ方jを考えることだと気付し どうしてもジードする

地域包描
方法ばかり考えがちだったので、闘からウロコだったO

72 構 韓のサボ」タ 養成講臓が 7月から再開していたことの

73 南一路線7の互支り超み、親父パ…ティ。 地竣怨括

74 
階三三越lllTの取り組みについては以前から地域に積極的に行働省?しかけてむ喝事を知つ

地域也揺
ていたが、自分の地域にもできることがあると感じた。

役割と役割期待のギャップ 地域協揺

横のつながりの大切さ。行政の関わりの薄さは詫題。培域・告話が頑張っても、行政の

76 
イ系がコロコロ変わり、引継ぎ、がきちんとされず、「管jのカの鰐さが浮き出されている。鉱

地i或包括
強詔、南=臨で今回の発表に携わった皆さん、お疲れ犠でした。これからももっとカを

発璽し続けてください。ありがとうございました。

77 
“顔を見せる"、“顔見知りiこなる"餌人的には苦手としているが、連携を回るために法大

介護サーどス
拐なこと。

78 
「イ可がj地域の為iこなるのか?を猿られたものではなく、その地域のオリジナリティとして

介護サービス
作ってし、くことが必饗だと感じた。
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No. 

79 r待つ事jゆっくり、やっくり、

地域というの辻自分だけで伺とかなるものではなし
801 

なくては始まらない。

811生きていれば支えることも、

立場

介護サービス

地域住民の壊力や理解が!
介護サーどス

生きていれば助けることができる。生きてし
821 

イミングを持つ。 5年ぐらいかかるスタンスでc

831いろんな角度から皆さんの発表、勉強になった。

料課題はっきもの、地域づくりにゴールはなし¥

|管理者の立場として、職員の人材教育iこ髄む事もあるが、
851 

15年はかかる事に共感。

861行政等でしかけた事にうまくのっかり、支援号事会を広げていければと患う。

|久万高原町社協の取り組みが参考になり、また?苑iこ方jを考えるセミナーとし
871 ;;，. ;:":' 

介護サービス

急がず待つタ
介護サービス

ス
一
ス

ビ
一
ピ

一
一
一

サ
…
サ

護
一
護

介
一
介

いざとしづ時に活かされてしもことが、

941域の問題辻、

きあいに震ることが必要と思う。

認知症辻本人と家族だけの
951 

る事。

961ネットワークづくり

洋書i実が需かれていることG 認知症になってもし
97に一
1Iレ;立ないc

981本人・家族十地域とのつながり方0

991ゆっくり進み、待つことが大事。

100 I県内の震災後の状況を再認識した。よく農関できていると患う。

、たが、地域や行政での取り極みとしてい
;介護サービス

ス

ス
一

一

サ

サ

護

一

護

分

一

分
一ゴ一h

H
J

一
ノ
¥

一づ
…
猛
烈

一体一域一地

介護サービス

介護サービス

i医療関係者

101 
「支えあう」取り組みについてc“人のつながり"がいかに大切か、

102地域で支えるためのつながりを作っていくことの必要迷。長い国

冨さんの話。大震災で皆が大変な特に近所の人

りの人が見守ってくれた。近くのグループホームが食事を溜けてくれ

104 

105 

1061 発表された方々

i 1071 各地の敢り経みの工夫がわかって、参加した意義が海い。

108 

1109 J阜の取りJ組みについて、

間
一
郎
一
間
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No 印象に掛ったこと 立場

110 社協の活動が、地域で、の安心へつながっている機子がわかった トlPO

111 他地域での地壊づくりの取り組み。地域を耕し続ける事の大切さ。 NPO 

112 地域特性在活かした考え方。 トlPO

113 
地域の福祉委員もやっているが、い良つかもっ社た協。のよから目線…を感じていたが、私たち
が行動を鵡とさなければ、と感じた。

NPO 

114 
どの取組や発表報告についても、ネットワークの構築が大震だというでこ認と知。慌選定蝶の・人介や護そ・
福祉・行政・近所等、全ての人と人とのつながりiこよって、社会全体 NPO 

の家族を支えてして体制づくりをしなければならない、としづ部分が強く殺った。

115 認知症地域支援にゴ…/レはない。 NPO 

116 
認知症になっても、綿入の毒事撤は疎としてある。一人一人を大切iこ思って容り添うこと

NPO 
は、日本人として当たり前のことだと鉱づかされた震災だった、その接部は心iこしみた。

117 
藤井寺と久万高原昨の話。行設(社協も含め)が上手lこ黒子になって「しかけjを作り、

トlPO
上手に市民をのせたことQ

118 
藤井寺の前原さんのfできる事かち~、震譲りすぎない、地の力を上手く使おうJという

NPO 
言mを聞き、少し気が楽iこなった。少しずつでも地壌のつながりを深めていきたい。

119 
南三陵町の嬢災令経験して乗り越えて、強くやさしく親譲っていらっしゃる姿に感銘し INPO

た。菅さんのf待つことJの大拐さ、改めてしみいった。

120 地域支援体制の構築に向けて 市民

認知皇室iこ関ゃを?示してくれる人々を、どのようにして増やしていくかについての各市昨

121 幹の数時立みについて、それぞれ苦労されていることに顕が下がる。患は認知症の家

族を 40識で介護し、疲れてfうつ病jを風った。

122 南三i議町の報告が良かった。 ポE主

123 r !lli域づくりにゴールはないj向感です。 その他

326 



2.セミナーに参加して、白地域の認知症地域支援体制づくりの取り組みについて、

自身の見方や考え方に変化があったか?

区分

新たな見方や考え方を見つ

けた

変わらないが、方向性の確

認や方策の補強ができた

特に変化はない

その他

未回答

計

見方や考え方が変化した内容

人数

58 

71 

8 

2 

4 

143 

N=143 

% 

40.6% 

49.7% 

5.6% 

1.4% 

2.8% 

100.0% 

特に変化はな
い 5.6目

変わらないが、
方向性の確認

や方策の補強
ができた， 49.7%

No 見方や考え方が変化した内容

1各地域のしかけを聞くことができたので、参考に取り組んでいきたい。

2町、保健福祉事務所、県、医療機関のつながり方

3やりたいことはあるが公務員につき、しがらみが邪魔する!

4急、がず、じっくり、ゆっくり、仲間を作り、一緒に始めていく。

5介護保険事業所への研修課の持ち方が参考になった。

6顔の見える関係性の重要性が確認できた。

7啓発のためのキャッチコヒ。一、シンボノレマークの公募。団塊世代への働きかけなど新た

な視点。

8疾患センターも、地域の取り組みを一緒にやっている話を聞き、やはり多機関を巻き込

んでし、かなければならない。

9実践報告を行うことが意見収集になり、意見を言ってくれた人を仲間に入れる(人材発

掘)にもなる。

10 社協の地域福祉担当との連携の視点が不足していた。

11 
地域の新たな担い手づくりのために、団塊の世代の力を活用することができるよう、展開

したい。

12 チームで動く。楽しくやりがし、が感じられるように仕事をする。

13 認知症だけでなく、他のネットワークを活用、または介護全般を考える方法もあるc

14 
認知症と限定せず、町全体、自分を含め様々な職種や団体、地域が住民であるというこ

とを認識して、つながっていくことの奥深さを学んだ。

15 藤井寺市の包括と民児協の連携強化。

16 南=陸や気仙、沼の方が頑張っているので、負けられない。

17 
アイデアを沢山発見できた。何かやらなくてはと焦つてはいけないと気づいた。時間をか

けて住民の主体性を尊重することが大切。

327 

新たな見方や
考え方を見つ
けた， 40.6%

立場

都道府県

都道府県

都道府県

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

地域包括



No 見方や考え方が変化した内容 立場

① I~l 分 (30 代前半)たちの上司 (50'""-'60 代)は、トッフ。タ。ウン、現場至上主義が強く「何で、

も自分の手でやらないと気がすまないJ["多職種の意見をまとめた上で協働で関わるよ

り、指示出してやらせた方が早い!Jとし、う価値観が強く、世代ギャッフ。を感じていた。住

18 
民主体・後方支援に回ることの方が、将来的に実りが大きいことを今回実感できた。めげ

地域包括
ずにアプローチを続けて行きたい。

②地域の体制をオーガナイズしてしてには、医師を巻き込むのが必須で、市町村内だけ

でなく、広い医療圏のネットワークが必要だ、が、そのイニシアチブをとれる立場が難しい

と感じた。

新たに組織を作らなくても、既存の組織を利用することふ考える。今、行っている事業を

19 するとき、次の事業への展開をあらかじめ考えて取りかかる。流れの中で:rj工業をとらえ 地域包括

る。

20 
今までやってきたこと、方針が悪くはなかったと思えた。地域の中にあるしがらみは確か

地j或包.f'([;
に難しいが、何か)j法はあるし、待つことを恐れないで業務にあたりたい。

21 
お茶っこ会や集いの場で、認知症についての話をしているが、その場で終わらず、次の

地域包括
段階へ継いでいけるよう考えてして。

22 
久万高原町社協の生活・介護支援サポーター養成講座。様々な世代への仕掛け方がと

地域包括
ても参考になった。

23 
これまでの「つながり」を活かし、また新たな「つながり」づくりを通して、少しずつ認知症

地域包括
地域支援体制づくりをしていきたい。

様々な疾病がある中で、認知症に注目し特化するのか、認知症以外の様々な疾病や問

24 題を支える地域支援のあり方も考えていく必要があると前々から感じている。本日、新た 地域包括

に感じた。

25 支援側の押しつけとならないよう、時間をかけて少しずつ体制づくりをしていきたい。 地域包括

26 時間がかかって当たり前だ、とし、うこと。地道に耕し、植をまいていきたいと思った。 地域包括

27 自分達でできる事から始めてして。 地域包括

28 自分の町でも地域で支える体制づくりを住民主体で、行ってし、くことの必要性を痛感。 地域包括

社協の役割と包括の目指すところは同じだと感じていたが、それぞれが別々で協力を得

29 られないもどかしさが包括内にあった。社協職員を巻き込んで、裏目標での講座の考え 地域包括

方が参考になった。

体制ができるまで3年かけるとし、うことに、長い年月がかかるものだ、とわかった。自分達も

30 積極的に出向く必要があることに気づいた。病院の方からも包括にアプローチしてくれ 地域包括

たら、もっと良い関係が作れると思うが、難しいですね。

31 体制づくりには時聞がかかる。「待つこと」のスタンスを大切にする。 地域包括

32 
種まき、 5年かけてやっと芽が出る、「待つこと」、サロンを立ち上げようと考えているが、

地域包括
市民を巻き込むためにもう少し待つ。

33 団塊世代へのアプローチ、両校生のロパちゃんづくり。 地域包括

34 団塊の世代とのつながりを持っていくことが大きな力になると改めて考えさせられた。 地域包括

35 
団塊の世代の力を借りたくても、動員のしかた、きっかけがわからなかったので、参考に

地域包括
なった。

36 
地域ケアをどう取り組んで良し、か分からなかったが、“まず、できることから"しようと思っ

地域包括
た。

37 
地域の既存するクやループと一緒に活動を深めていくことなど、どんなグループがあるか、

地域包括
キャッチしたいと思った。

38 
地域の支援体制づくりの一環として、今行っているサロンや講座に視点を盛り込んでい

地域包括
く。
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I No 

391できる事から始める事、ある資糠で活用していくことを藤井寺の発表を笥いて感じた。

iどのように死にたし、か→どのように金きるか、どのような地域づくりが必要か、住民が考え
401 

hるきっかけになるとしち視点。臣

り、地域の中で取り謹んでし

認知般の人とその家族の声を聴く。アンケートの発施。生活の単位での色々な資揮を考

えてし、く。しがらみ誌とらわれない考え方。

これからどのように考え、取り組んでいくことが良いのかを考え

1平成 24
441 

j剰につし

改めて「評価J 、認知症支護体
j地域包括

451地の罷わりの観点が参考になった。 1 地域住括

;まず泣告分たちが出来ることをやっていくこと。大きな事からではなく、小さなことから始 i
46!~' '~:"":~'，:-;" ~/":";'-::~_-A""_ ， -~O/~~-~~ ，. ~ ~.~.~".. ~-~_~"~F""I 地域包括

; 山宮似し時仇ザ附1巾 [ 

(471まずは地域の力を持棚、

i待っているだけでなく、自
481 

zり組んでいきたい0

491見つけようという思し

|50 I見守りネットワーク帯築のため、ネットワ…ク会議をまず開催したい。

ねの町でも、認知症見守りネットワーク舎を立ち上げたばかり。今後、認知症の方、

511や家族の方iこも参加していただき、支えあい体制の在り方にその声を皮映してし

・認知症ということだけではなく、色々なイベント令企画していることが様々なネットワーク

52づくりは役立つている、という久万高原町社協の取り組みが参考になった。

てという晃方がとても参考になった。

531畿;向きだi?でないことが大切。

逆に何をどうしたらいいのか協んでしまったc

キャラパンメイトになったが、養成講座の経験がないので、まずiま接設のある埴域から行
551 ~吋、初、

地域包括

地域包括

!地域包括

l地域包括

闘地域で認知症地主主支援捧轄を昨ってしてのかが見えていないが、自分から
|介護サービス

功ミないといけないと患った。

少なくてもいい集い。

一穀自さな悩みだと考え直し相談する。

591個人としての悲し

i地域で共に支援していただける事はありがたい。
601 

1うかもわから設かったが、知っていれ迂参加したいと思う。

i 地域の摂ちれた中の事業所がネットワークを組むことの必要性や、
61 

i ブの人材育成や、ケアの震のi向上を共問で働きかけて行ってみることを培えた。

介護サービス

介護サービス

介護サーどス

介護サ}ビス

介護サービス

バ民地壌を耕し続汁ていくことの大切さを感じた。 I介護サービス

;631できること、小さなことからやってみる。 1介護サービス

i認知症を持つ方々を地域資源として、相手が主体的に動くきっかけづくりのとントを国い l641 j..tt...'/'t-</.ll..<.!..J'，J -/J  .. ~""L!.J~.;，，..'L.~""l.，lI/.，I"'''-'-''' '''0 ^!H ，J '" -L......fT.I-IJ¥'-::r:;t.J '¥.，-" -1../ '/  .- '¥../-""_V" I Ç，!-..I~"介櫨サービス

南三陸町の高校生が老人ホームの前を遣って通学しているとの語で、者人介護、

65などに別々ではなく、普段から顔を合むせることで、襲採が{乍れていることを再確認、でき
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No 見方や考え方が変化した内容 立場

私たちは復設の訪鰐換をしている。その中で地域との連携を強く感じている。今後増怒

66 する認、知症人口を、日々の仕事の中で、いかに見守り、訪問の謹製性を再度認識でき 升議 iニ

た。

67 アウトリーチが想像以上に活発であると器識できた。 同況がま開閉l-:fl弓島

68 サポ タ 研鰻を活用する。色々な人とのつながりなど。

69 1t主i誌の特性を活かしたマンパワ 資源の見し。 防記2語主正F!司l，，--ol塁手

向かを新しく持ることは難しいが、資搬・ツーノレとしてあるものを活用し、認知症の方をサ

70 
ポートしていけるネットワークづくりができる事を見て、知ることができた。地域性や各地

i返事実関係者‘
域イ本市IJ等恐いがあるので、そのまま参考にはできないが、 f何かできるかもjと考えるきっ

かけになったωありがとうございました。

71 大勢の人を集める集会もいいが、少人数の研修もよしとする。 社協

72 4努事のとらえ方、考え方。 宇J:協

73 
語護者緋し続け、一緒に耕して織まきしてし、く。ブオロ…と裁長に支えていくことが大切と

家族会
怒った。

74 
改めて地域とのつながりについて考えることができた。地域へ啓発することを行っていた

NPO 
だきたいと患った。

75 
県の間はわかったが、{山台市はどのような方向性、地域づくりをしようとしているのか知り

NPO 
たい。

76 
議々なセミナーのやり方、日常の積み重ねの麗襲!弘子育てと胃乙、焦らず、ゆっくり、

NPO 
が大境。

77 地域でのfサロンjの壊な場合作りたい。 NPO 

78 地域との連携の大切さ。 NPO 

79 
常日頃から地i戒の関縁者と顔なじみの欝謀を待っておくことや、介識と限療の連携の強

NPO 
化等、取り組んでいく方向性の重要さを議誌できた。

80 永陸先生の総括的な簡が、振り返りにもなり、新たな出発点にもなった。 NPO 

81 認、矢口痘について理解していない人が多いので、もっと広く周知させることが匙要。 NPO 

82 
今、地区で丹 l践膳イキイキ教室者間いている。毎回体安動かし、お事のみは欠かさな

いが、行款の器全入れたり、外部の人連安入れたりしている。 1
m民

83 
自分や家族で儲み苦しむのでは会く、 /J'dな悩みで、も周りに弗{脅することの大切さを学

l 市民
んだ。

84 
認知盛サボーダー盤成講麗の問機はしてきたが、その受籍者を次のステップにつなげ

その他
ていく規点が足りなかった。
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3.報告を聴いて、白地域の今後の地域支援体制づくりに活かせることがあったか?

N=143 

区分 人数 % 

具体的にあった 37 25.9% 

参考になる点やアイデア、ヒ

特にはな
未回答

3.5% 具体的に

あった，

25.9% 

ントが見つかった
92 64.3% 

特にはなかった 9 6.3% 参考になる

点やアイデ

ア、ヒントカf

見つかった，

未回答 5 3.5% 

計 143 100.0% 
64.3% 

白地域の今後の地域支援体制づくりに活かせること

No 今後の地域支援体制づくりに活かせること

l具体的な事業や地域のどのような住民に種をまいたらいいのか、芽をだし、育てていく

工夫がわかった。

2町で医療機関との協同で活動しているので、今回の「みやぎチーム」の内容を伝達し、

話し合いをしたいと思った。

-住民に分かりゃすく、インパクトあるキャッチコピーやシンボルマーク作成。

3・住民へ仕掛ける切り口を多様化してみる。

4行政としては、地域医療連携のつながりが、安心して暮らせる地域づくりにつながると思

った。

5久万高原町の団塊の世代の老い方、死に方、支えあいセミナー。

6様々な地域の取り組みを聞くことで、白地域の取り組みを進めてして際に元気を頂い

た。

住民同士のグループワークで、住民がつながりを持つことから地域づくりにつながるとしち

7こと。顔の見える関係づくりが大切であること、ヒントを頂いた。

8生活介護支援サポーター(平成 21年に養成)の活動が停滞しているので、早期にフオ

ローアップ・研修等を聞き、顔合わせ、活動支援をしていきたい。

9専門職のネットワークづくりの重要性。

10 高い高齢化の中でも地道にできる種まきから始めたい。

11 団塊の世代の方の力を利用することができればよいのではないか。

12 団塊の世代への働きかけ

13 地域内、あるいは関係者の聞で、のネットワークの構築。

チームみやぎのように、全県的に取り組む、また支援体制があるのは救われる。どの地

14 域もネーミングがよい、アンケート、グ、ループワークで、皆の意見を聞く、団塊の世代をタ

ーゲ、ットにする、認知症の人は地域で活躍できる場を作る。

15 
認知症サボーター養成講座にプラスして、互いに支えあう地域づくりのプログラムを導

入していきたい。

16 俳f回認知症模擬訓練、「死」を考えるセミナー

17 
1年、 3年でできることではない。 5年かけるくらし、で芽がでるくらい。耕し、種をまいてみ

る。時間をかけて育てる。

18 医師の協力を受けられるためにはどうしていけばいいのか?知りたい。
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立場

都道府県

都道府県

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

地域包括

地域包括



i No 今後の地域支援体制づくりにf活かせること lLj場1-1.-1手

①地域{本商IJづくりは、罷嬢欝iベースの中よ広域で、限師を若手~込入 ネットワ…クづくり

19 
が欠かせないと感じた。

地域包揺
②行政主導のトップダウン方式でなく、住民主体の念樹・連営iこするための後方支援が

重要だと感じた。

20 色々 ありすぎ、てまとまら2ないが、できるところから少しずつしていきたい。 地域包話

お茶っこ余やサロンをどうやってま設やしていけるのか、地域に向けて発信したらいいの

21 か、そのためには穂まきが:とず…必籍要にな考とJ->iヰ〉感t:た。必要と思ってもらえるような「しか 地域包話

け」が必要だと感じた。持政 えていけたら、と考えるの

22 親父パーティ(男性の力在地域の中に活かしていくことの一部として興味深かった)。 地域旬部

23 親父パ…ティ、閉ざ三隙の取り組み。日々の積み重ね、顔の見える関保。 地域包括

久万高原町の対応のイ上Hとして、生活・介護支譲サボーター養成講座と題して、認知

24 続サポータ…強成制服だけに取り組むのではなく、高齢北;こ対して全体的に取り組ん 地域f則前
でし、くことの必要性を強引感じた。

現場で地域住民や本人と共に頑張っている地域包括支援センターの職員の行動を、

子宮の担当者が晋定したり、頑張っている職員を嫌ってつぶそうとする鎮舟がわが市はは

25 あ仏大きft.課題となっている。今後は行政を当てにせず、市や誌の職員iこ鎌われた 俳誌;0";多~Lぷ~-JIλl

り、つぶされる事を恐れず、地域や本人・家族と共に体鞘づくりをしてして必要があると

感じる。

26 サボーター養成講座、理美容組合は考えていたので、やはり行ってみます。 ル'"議'.ふ匂しょ01弘之

27 事業を評錯し、系統立てて事業を行ってし、くこと。ケースワークの実銭を進吟ていく。 ルむ二-..~.，y.巳しょS 子 r:1

28 
自分たちの強いどジョンが重要で、その為に何から始めるか、行政と検討してし

よ也域信括
し、。

29 自分の地域iこ当てはめて考えるきっかけとなった。 地域包揺

自分の缶詰は社協が受けている包括だが、あまり枇協と鴻携を持ってい必いのではと

30 患った。地域体制づくりは、地域の事を把捜してし喝社協との連携が必要だと気づけて 地域告搭

よカ為った。

31 社協とは連携をとってしもつもりだったが、もっともっと深く付き合っていいということ。 地境包括

32 住民の甫を聴いていき、できる 1 とがな、かを一緒に考えてし、く。 地核告話

-数字ではない。fAげることより楽鷺的なサボ…タ…育成の必要性を認識できた。

33 -地域性が異なる地竣支援の壌合fたてjのしがらみにとても気を使うが、そうで、はない 地域包括

「つながりjの利用法。

34 民団塊の方世の代への…ズ働がき高かいけ。認知謀排揺対応接議書11練で実践的なグノレーフ。ワーク等は住
のではなし、かと患った。

地域包話

35 
問塊の世代のカが大きいことがf親父パーティの農関jで、参考になった。報告会の重要

地域包接
性も理解できた。

36 
地域資j澱を考える事で、それを活かしていく物を見つける。結果が出る事を考えず、 6

地域旬結
年くらいで弗が出る。

37 
地域の方が興味を持ってもらえるような取り組みを、地壌のt持?撃を考えながら持っていく

ことが大切。

地域の方を巻き込んで支援してして必要を強く感じた。学生や地域の蕗j苫衝の方にも
地域包括

普及させていきたい。

つながりが大事なことがわかったので、向とかつながりを奔講築していきたい。 地域句括

40 地域の中で、のサボーターを作っていくこと。特に粧し主主審の力を活かす 地域の
地域包括

中の声を轄、く機会を作っていく・・・等。
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No 今後の地域支援体制づくりに活かせること 立場

41 
認知症の方だけの問題ではなく「地域に生きる」としち地域の住民全員のことである、と

地域包括
いう認識を改めて考えさせられた。

42 
認知症の方やその家族の方だけでなく、地域の中でそっと生活を支えてくれる地域の

地域包括
担し、手を養成することが必要。

43 方法はたくさんある。地域にあった方法を見つけて実践したい。 地域包括

44 
まず地域の人に集まってもらうことが大事で、あること。地域の人に考えてもらうことの大事

地域包括
さ(種をまくこと)を学んだ。

45 まずはやってみること。耕す、種をまく、水をやる(花が出るまで、待つ/タイミング) 地域包括

46 マップの取り組み 地域包括

47 
身近なことから、小さなことから、無理せず、あきらめず芽を待つ。お金をかけないでも

地域包括
やれることからやってみょうか・・-と。

48 「しかけ」と「種まき」のヒントが少しわかったような気持ちです。 介護サービス

49 
お寺近くの事業所なので、久万高原町菅さんの「死を考えるセミナー」などにお寺を協

介護サービス
同して企画してみても、とアイデアを頂いた。

介護現場のスタッフは地域(事業所近隣の)活動を何とかしなければと思いながら、具

50 体的活動をイメージできないままに時を過ごしている状況がある。事業所の管理者とし 介護サービス

て、何らかのヒントを与えることができるように感じた。

51 共感できた。 介護サービス

52 セミナー等を通じて自然に発生した芽(サロン活動等)。 介護サービス

53 
団塊の世代とどう関わっていけばよいか、事例を紹介して頂き、地域に戻って色々と参

介護サービス
考にさせて頂きます。

54 団塊の世代を集めてのセミナー 介護サービス

55 
地域づくりの一環として、自然と認知症についても考えてして体制づくりができてしての

介護サービス
ではなし、か?と考えた。

56 地域の特性を活かしていけばいい。 介護サービス

57 
地域密着と書面でも認識しており、地域の協力は頂いているが、なかなか貢献できずに

介護サービス
いるのが現状なので、家族の声が届くような地域づくりをしていきたいと感じた。

何よりも、今の自分の立場、職種などは関係なく「自分がキャッチするJ["アンテナを張

58 るJ["できることを見つける」ことが大きなヒント。このセミナーに参加したことが大きなヒン 介護サービス

ト。

本当に身近な町内会また、同じ団地内など、声を掛け合える単位でのサポート講座が

59 あればいいと思った。地域の人々が自ら話し合わないと、手をつなげないと思った。車 介護サービス

を利用しないといけない場所では行ける人に限られる。

60 待つこと(地域の人達見守りながら気長に待つ)。 介護サービス

61 種をまいて、押し付けではなく、主体性を持つ。 医療関係者

地域との連携方法として、藤井寺市地域包括の前田さんの“NICE"と“いけネット"。医

62 療側、福祉側どちらにとってもちゃんと活用できるツールで、あると思う。またこれをきっか 医療関係者

けに、新たに連携やネットワークが作れるツールになると思う。素晴らしい

63 地域の特性を活かしたマンパワー資源の見直し。 医療関係者

64 藤井寺の「医療とケアネットワーク連絡会」 医療関係者

65 しかけ側の考え方。 社協

66 団塊の世代を取り込む。認知症という言葉をあえて出さない。 社協

67 
認知症の人や家族からの相談が来るのを待つだけでなく、出かけて相談に乗れるよう

家族会
に、また相談しやすい社会になるように努めていきたい。
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No 今後の地域支護体鶴づくりに活かせること

68 切り口なしでも良い。認知症の話につなげることが地域の認知症理解につながるo

|!779 0~|| 事腕自自職主分穏、的の介と町に護の進のつ予取めな防てりが組運いりみ動るの。をの大通見州切所なさをが-。利らH用、どしんてmない進るめ人ー方が何が前良よりい動よのをくかしなてっ考いてえ側いてるみ、例た保が川酬あっのた活。動で

72 なじみになっていくことの大切さ。

73 認知症詳揺対応模擬斜線やi警報の収集・報告等の取り組み。

74 
認知症誹稿文1・tt-模課税練をと狩ったことをど開き、やはり講習だけではなく、制織を惣悲し

た訓練が必要だと患った。

75 もう少し行政の知恵を引きおそうと，患った。

76 手伝ってくれる方を多く鎮めると自分も楽になるので、芦だけは多くの人にかけておく。

77 
地域包柄ケアシステムを先駆的に最り組んでいる、あるいは今後取り組もうとしている事

伊iなどを知りたい。

4.参加しての感懇、虫地域での取り組み

感懇

No 

11 

内務

-熱心に活鰻ft:さっている方の謡を顕くと、パワーを?もらえる。自分も頑張ろうと悪える0

・できる曜から少しずつ、皆でやさしい地域づくりをしてし、きたいと思ったo

-顕をやわらかくしていないといけないと態った。自分の仲にとらわれると広がるものも広

がらない。

Q&Aの中で、被害妄想の人の質簡が出た持、自分がかかえているケースと同じ悩み

だったので、嬉しいQ&Aだった。

31委託の地域包括支援センタ…と町職践の連接や課題の共有がもっと点、饗と感じる。

会場内のパネノレを参考lこ「認知蝦怖でも格談jを地域密着型連絡会の会員と協織で作

41り上げてし、きたいと考えている。将来的に「認知症になっても大丈夫な町j

iまと患う。主催者はじめ発畿者の方々 、ありがとうございました。

51 
今日、参加でき長かった。ありがとうございました。これからも市昨村にもセンタ…の務報

語供をお額いします。

そもそもf器知惑にならなくても安心して暮らせるまちJは本当にできると患っていえtい。

キャッチフレーズ、現金だけで入試生活できない。今の日本において本当に認知症の

61ことを考えれば可能かどうかは那として、「予防の重視Jr十分な治牒Jrグノレーブホーム

の充実jが大切でiまないか。 j塑!還の理解、芦かけはどこでもやっている。発表ができる

形になっているかどうかは那として、限界があることさど知るべきです。

認知肱サボ…ター養成講盛についてcもっと関口密工まく活用できるようにするべきでは

71 ないか(事務手続き等)。サボーター養成講麗よりも盤強会等の啓蒙活動の方が理解に

は効果的ではないか。

81年疲米で忙しく顕がぼうっとしているが、参加できてよかった。

立場

NPO 

:-JPO 

(災PO

トIPO

NPO 

NPO 

NPO 

市上己

その他

市区町村

市区町村

市豆町村

市区町村

市豆町村

市区町村

市区町村

、楽しく生き生き取り組んでし

たいと思ったο

自分と違うと患った。楽しく l 
l市広町村
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No 内容 立場

10 一つ一つ無理せず、小さなことから実施していきたい。 市区町村

一部の市の職員や区の職員の嫌味や嫌がらせにくじけず、地域に根を張り頑張ってい

きたい。市の職員の意識改革が草の根、末端からできるよう、少しずつ頑張っていき、

11 最終的には行政(仙台市、区)もネットワークの中核近くに位置できるよう、地域の方から 地域包括

行政職員の資質向上に働きかけができるようにしていきたい。地域を行政が 体となっ

て支える仕組みを作るためのパイフ。役として頑張りたい。

12 
色々な地域の取り組みを勉強し、活かしていきたいと思うが、基本は認知症ケアもしっ

地域包括
かり勉強してやっていこうと思う。

県職員の一部の方はわかっていても、県職員をあげてもっと勉強してほしい。現場では

13 認知症に関しての業務だけをやっているわけではない。現場に足を運び、どの程度の 地域包括

関わりを持っているのか知るべきだと思う。

講座をした、研修をした、とし、う発表ではなく、どのようなしかけをして、講座が開催され

14 たのかを聞きたかった。直営の取り組みは理解できるが、委託型ではしがらみがある。 地域包括

沢山委託されているところの話を聞きたかった。

15 参加して良かった。 地域包括

16 
参考になった。それぞ、れに頑張っておられ、頭が下がる思いです。グチかもしれない

地域包括
が、地域包括支援センター、行政と共に動かなければ難しいと思った。

自分の地域は、枠組みとしてのネットワークがほとんどなく、内々で情報交換してそれぞ

17 
れが個別にネットワークを作っていくか、情報共有会が形式化してしまい、中身がうまく

地域包括
ネットワーク化できていない。どこがイニシアチブをとったらやりやすく、“良いネットワー

グ'になるのか、ーから検討してして必要があると感じた。

集落ごとに地域性が強い所と弱い所がはっきりしている地域なので、弱し、所にはこちら

18 
から積極的に地域の関係を作ってし、かないとし、けない・一。地域性が5郎、所ほど、体の

地域包括
変化を隠そうとする人たちもしもので、関わり方が難しいときもある。そうならないよう、説

明して理解してもらえるように頑張りたい。

19 
全国的な取り組みが聞けて良かった。何人もの方の話を聞いて、共通している部分は

地域包括
やはり不動の認識であると感じた。

20 全国の先進的な取り組みが聞けて、大変参考になった。 地域包括

21 力になる、元気になれるセミナーでした。ありがとうございました。 地域包括

認知症サポーター養成を切り口に、高齢者虐待防止の取り組みを行っている。また認

22 
知症の知識がないために不適切なケアになりがちな家族を養成講座に案内し(地域の

地域包括
居宅ケアマネジャーに協力してもらってしも)、家族のストレスも受け止めながら本人の

ためになるケアを一緒に考えている。

23 認知症になった人への支援を予防の支援と並行してやっていきたい。 地域包括

病院受診の方法の質問やアドバイスがしてつかあったが、市民健診等で癌健診等と同

24 
様に「認知症診断」を取り入れることはできないか。誰でも起こり得る病気として、今後、

地域包括
早期発見、治療のためには必要なことかと思っている。認知症研究センターの事業とし

てモデ、ノレ的に検討して頂けるとありがたい。

25 
文章力がなく、感じたことを全部まとめることができない。やろうという気持ちになれる研

地域包括
修会だ、った。ありがとうございました。

マッフ。事業完成し、これから更に地域に広めていく取り組みを検討している。今後、本

26 人・家族・地域ネットワークを構築し、元気の出る街づくりをめざしたい。とても参考にな 地域包括

った。またの開催を期待します。
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|人l税 立場

宮城チームとj議井寺、久万高原町の詩文り組み報告、大変参考になり、ありがとうございま
i 地域住話

した。

以前、ケアマネジャー告としていたが、異動でヂイiこ、藤災でヂイがなくなり、特養に異動

281になった。間々とした2年者過ごしていたが、やはり自分が行いたいこと、自分が力を発

揮できることを思い出せた。本潜iこありがとうございました。

音響が悪く集中して開けなかった。事訴のチェックや途中での調整等を今後はお願い
291 

します。

グループホームの管理者として、 j窮迫の近隣との協}J体制づくりを同構築(認知症のJlf!
30 i -|介繊サ…ピス

解と共同でできるもの)していきたい。

1J程i設系の事業所lこ肋J脅しているが、やはり地域に対しては爵鎖的であるのを感じるの

f仰をどうすれ~:;fよいのか ?J 品、う行動が発揺で、きない現状を、どう iこかま日読してし
31川、と思うが、施設主持率にはまだまだ時間がかかるのだと感じる。何度もセミナ…の小で |介瀧サービス

操り議されていたが“少しずつしか進まないもの"だと改めて感じた。あきらめずι綴張り

ます。

自治域での散り組みが見えていない。中心になってま損壊づくりから発倍してし功、なし官321 ~~L!.4~:':_..... v)~.~ • ./~I!.l.J. "'/-N -./W''- .... v "d-." 0 I "W-1--'d-. -' '"....c.J ... ~ .......... /N  -"..J..Jl..i jJ:J '""'" ..... v ，~ '0-.'" L- I介護サービス
関わりょうがない。

議場壊のサロンのボランティアに参加しようと思った。仙台市の認知症サポートにカを

入れてしも購読や告揺の連携コーディネーターの配置の具体的なところの資料もあると
331 ~ ': ー 、 i介護サーどス

今すぐ連議がとれる糸口が欲しかった。一住民として、又、噂門職としてセミ

iこ参加できたc

叶自分たちが出来ることからやっていこう!と思った。 I介護サービス

|地域は何かとし、うことを考えさせられた。一人一人が主体的になって地峨を作ってし、か i351 .... 1.~~~:;;;;r..!~::" ~~ /--'--<':"'--J'¥-_ ¥".;.，. -_'i ¥，;1"-0 "....，.... --'-"r-.-~""'''''-' o-.. ...". """'!.:.JF o?"I<.:... 11 - "''' ，'"介護サービス
'なければと忠弘

地域をどう作るか、認知痘iこ特記せず、命の多機なあり方、紡ぎ方へのアイデア、実践
361 L i介護サービス

例に共感や感心させられた。ありがとうごぎしム

認知症サポーターが中学生や高校設にまで五広がっていることに驚いた。子どもたちの371 ::...:t-t:~ ~~"_l_ /.l~""+"" ___..k. I~;:-- -，，~::J~I~，，:'::;=o--. ，-''':''';''N ，J..... v -<:v~L- I-M\7 V 1"-0 .J L- UI，-r..，J"''';介諮サービス
柔らかい頭は、将来の社会づくり〕川-'- 宅tT1:l!

E久しぶりに話が聞けた。できる事、ハ仙陥山V 戸 、」〆」ペン 、 1 381~: \w.-' ~~~I:--:~~V 1-::.J.:/~/~，~O~~~ .. ~'.+~-.r' '\/'I ..t- \';''I-'-'' o.. V ....- ---.lj'll 7 '¥ '-......~-/、 2 目。明|介鵠サ…ビス

i張ってみますoありがとうごダいました。

391また参加したい。

での数り組みについて学べたことは審考になった。

ネットワ}クを持ることはとても大変だと思っていた。地域にとって辻必要と感乙ているの
411 

で、今日の諾をもとに、次につなげられればと思う。

421鉱伯詔の誤審fひもときシ…トjを活用した事例検討、どんなものか開きたかった。 IN郎

、のが残念。この分野も取山てほしい。 トPO

Ml成年綿密法人観はて法人で支えてしてことがすごいと思った。 INPO

451酬と関する職、眠、軍社、みんな素敷です。地域で人は生きる、認知症同つでも。 I附

“|できることから取り組む。一人一人ができる。焦らず珍っくりと芽が出るまで時聞がかか I NPO 

る。今、私が抱えている課題の大きなヒントになった。

ーレピやラジオ、新聞やネット等で認知症について爵民会員で学ぶことが大事。学校教
71 

育の中にも入れて、意識を持って地域協力を進めることが大事と忠弘
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i No 

181とても勉強位った。 NPO 

制|他の所での活動知ることができた。 NPO 

5012い方々の力強し 、企題をどうもありがとうございまし
NPO 

地域の社協に毎週顔

、ことに我が社協泣援にはまった事業には目一杯力を入れる|市民

¥としち課題があるようだ。

52 
!3分では知っているつもりでも、地域全#でわからないと

脳イキイキ教室や出て来れる方で、ぜひ認知症学習会を開きたいσ勉

感地域での取り組み

No. 内容

11認知症の家族と介護スタッフとのグループワークで!育報共前年に2

iゃべり場は、毎月世話人が中心になり開催している。

21痛!莞を主1*1こま告誠に向けての早期発見の必要性iこ敢り組んでし
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本資料は、認知症地城東機体制普及セミナー

(平成23年度調知症地域資源連携検討事業の…部)

東京会場・神戸会場・仙台会場にお付る埠域報告をまとめたものです。

く本資料に関するお問い合わせ先〉

発行概知痕介護研究・研修東京セン歩一
情話 03-3334-1150(ケアマネジメント雄選議)

龍子メ-JIt:cmr参it組問do主o.net
千168-0071 東京都杉並区高井戸田1-12-1
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